
Ⓒ日本記者クラブ 20162016年11月10日第561号

日本記者クラブ会報
公益社団法人　日本記者クラブ　〒100-0011　東京都千代田区内幸町2-2-1　日本プレスセンタービル　TEL. 03-3503-2722　http://www.jnpc.or.jp/

熱烈歓迎
来日したドゥテルテ比大統領と在日フィリピン人らとの交流会が開かれた。8割以上の支持率を
誇るリーダーはここでも大人気。会場には1000人以上が詰め掛けた
＝10月25日、都内ホテル（EPA＝時事）

　
来
年
度
か
ら
個
人
会
員
Ｄ（
以
下
、
Ｄ
会
員
と
表
記
）の

会
費
を
月
額
６
１
０
０
円
か
ら
一
律
５
０
０
０
円
に
引
き
下

げ
る
こ
と
が
、
11
月
１
日
の
理
事
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
会

費
改
定
は
17
年
ぶ
り
で
す
。

　
現
在
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
収
入
は
83
％
が
会
費
で
す
。

こ
の
会
費
の
う
ち
法
人
会
員
と
法
人
所
属
の
会
員
を
合
わ
せ

る
と
、
約
70
％
を
メ
デ
ィ
ア
加
盟
各
社
に
支
え
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
記
者
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
中
心
の
Ｄ
会
員
の
会
費
も
14
％
を
占
め
、

大
き
な
支
え
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
Ｄ
会
員
の
総
数

は
10
年
前
に
比
べ
１
０
０
人
以
上
減
少
し
８
０
０
人
台
と
な

り
、
毎
年
平
均
17
人
ず
つ
減
っ
て
い
ま
す
。
以
前
よ
り
退
職

年
齢
が
上
が
っ
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
回
の
措
置
で
短
期
的
に
は
会
費
収
入
は
減
り
ま

す
が
、
値
下
げ
に
よ
る
新
会
員
増
加
で
中
長
期
的
に
は
収
入

増
に
な
る
と
見
込
ん
で
の
改
定
で
す
。

　
ま
た
会
費
一
律
化
に
伴
い
、
80
歳
以
上
の
割
引
会
費
２
０

０
０
円
を
廃
止
し
ま
す
。
20
年
前
の
割
引
対
象
者
は
Ｄ
会
員

全
体
の
４
％
で
し
た
が
、
今
は
34
％
に
激
増
、
実
に
３
人
に

１
人
の
比
率
で
す
。
財
政
安
定
化
の
た
め
に
廃
止
に
踏
み
切

っ
た
次
第
で
す
。
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。
た
だ
し
現
在

の
割
引
対
象
者
と
今
年
度
末
ま
で
に
80
歳
に
な
ら
れ
る
方
々

に
は
、
割
引
会
費
を
継
続
適
用
し
ま
す
。

　
来
春
の
値
下
げ
実
施
直
前
に
は
、
新
入
会
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
展
開
す
る
予
定
で
す
。
現
会
員
の
皆
さ
ん
に
も
、
今
か

ら
先
輩
、
同
僚
、
後
輩
に
入
会
を
広
く
呼
び
掛
け
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。�

（
土
生
修
一
）

個
人
会
員
Ｄ
会
費
、来
春
五
千
円
に
値
下
げ
へ

現
在
80
歳
以
上
の
割
引
会
費
は
据
え
置
き
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会
費
値
下
げ
で
Ｄ
会
員
の
増
加
め
ざ
す

　
　
来
春
、
入
会
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

　
１
面
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、来
年

度
か
ら
Ｄ
会
員
会
費
が
改
定
さ
れ
ま
す
。

　
会
費
は
現
在
の
月
６
１
０
０
円
が
５
０

０
０
円
に
値
下
げ
さ
れ
る
一
方
で
、
80
歳

以
上
の
２
０
０
０
円
の
割
引
会
費
が
廃
止

さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
今
年
度
末
時
点
で

80
歳
以
上
の
Ｄ
会
員
は
従
来
通
り
の
割
引

会
費
が
継
続
さ
れ
ま
す
。
ま
た
地
方
在
住

の
Ｄ
会
員
は
月
額
３
０
０
０
円
の
ま
ま
で

す
。
つ
ま
り
現
時
点
の
会
費
と
の
比
較
で

は
、
Ｄ
会
員
の
会
費
は
安
く
な
る
か
現
状

維
持
か
の
ど
ち
ら
か
で
す
。

　
Ｄ
会
員
に
関
す
る
過
去
３
年
間
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
年
間
の
平
均
入
会
者
は
33

人
、
退
会
者
は
50
人
で
差
し
引
き
17
人
が

毎
年
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
毎
年
33
人

が
新
た
に
割
引
の
対
象
に
加
わ
っ
て
お

り
、
割
引
に
よ
り
毎
年
１
５
０
万
円
前
後

の
会
費
収
入
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
入
り
た
い
け
れ
ど
、
会
費
が
ち
ょ
っ

と
高
い
」と
の
声
も
あ
る
の
で
、
今
回
の

会
費
値
下
げ
で
入
会
者
増
を
期
待
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
現
役
時
代
に
会
員
経
験
が
な
い

方
々
は
Ｄ
会
員
の
制
度
自
体
を
ご
存
じ
な

い
人
も
多
い
の
で
、
来
春
の
新
会
費
導
入

直
前
に
、
法
人
会
員
各
社
の
社
報
に
当
ク

ラ
ブ
の
入
会
案
内
の
掲
載
を
お
願
い
し
た

り
、
退
職
予
定
者
向
け
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
作
成
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

会
員
増
に
つ
い
て
何
か
ア
イ
デ
ア
が
あ
り

ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
も
し
Ｄ
会
員
の
入
退
会
数
が
現
状
の
ま

ま
で
も
、
試
算
で
は
新
会
費
導
入
後
５
年

目
以
降
、
割
引
会
費
廃
止
の
効
果
で
総
収

入
は
現
行
を
上
回
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
上
半
期
の
プ
レ
ス
向
け
行
事
は
１
１
９
回

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
が
主
催
し
た
２
０
１

６
年
度
上
半
期
の
プ
レ
ス
向
け
行
事（
記

者
会
見
、
昼
食
会
、
討
論
会
・
対
談
、
研

究
会
、
記
者
ゼ
ミ
、
記
者
研
修
会
、
取
材

団
）は
合
計
で
１
１
９
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
上
半
期
で
メ
デ
ィ
ア
の
注
目
が
集
ま
っ

た
の
は
、
選
挙
の
立
候
補
者
同
士
が
意
見

を
戦
わ
せ
る
討
論
会
で
し
た
。

　
参
議
院
議
員
選
挙
公
示
の
前
日（
６
・

21
）に
開
催
し
た「
９
党
党
首
討
論
会
」

は
、
自
民
党
総
裁
の
安
倍
晋
三
首
相
や
民

進
党
の
岡
田
克
也
代
表
な
ど
主
要
政
党
の

党
首
が
一
堂
に
会
し
、
テ
レ
ビ
、
新
聞
で

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　
立
候
補
者
が
直
前
ま
で
未
確
定
だ
っ
た

東
京
都
知
事
選
の
立
候
補
予
定
者
共
同
会

見（
７
・
13
）に
は
、
上
半
期
最
多
の
３
０

３
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
都
知
事
選
史
上

最
も
多
い
21
人
が
立
候
補
し
ま
し
た
が
、

当
ク
ラ
ブ
で
は
①
党
推
薦
②
現
職
国
会
議

員
③
前
回
都
知
事
選
で
の
得
票
―
な
ど
を

考
慮
し
て
宇
都
宮
健
児
、
小
池
百
合
子
、

鳥
越
俊
太
郎
、
増
田
寛
也
の
４
立
候
補
予

定
者
を
招
き
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
民
進

党
代
表
選
立
候
補
者
に
よ
る
討
論
会（
９
・

２
）も
開
催
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
駐
日
大
使
の
会
見
も
メ
デ
ィ
ア

の
注
目
を
引
き
ま
し
た
。
特
に
英
国
の
Ｅ

Ｕ
離
脱
問
題
で
は
、
ヒ
ッ
チ
ン
ズ
英
大
使

が
国
民
投
票
の
実
施
前（
４
・
４
）と
実
施

後（
７
・
１
）に
会
見
。
離
脱
決
定
後
に
は

Ｅ
Ｕ
大
使（
７
・５
）、
独
仏
の
大
使（
７
・
６
）

が
相
次
い
で
会
見
し
、
特
派
員
報
道
を
補

完
す
る
取
材
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

●
今
年
度
か
ら
会
員
名
簿
の
発
行
廃
止

　
毎
年
秋
に
発
行
し
て
い
た
会
員
名
簿

は
、
２
０
１
１
年
度
か
ら
個
人
情
報
保
護

の
観
点
か
ら
個
人
会
員
の
住
所
、
電
話
番

号
の
記
載
が
な
く
な
り
利
用
価
値
が
低

下
、
さ
ら
に
法
人
所
属
の
個
人
会
員
は
異

動
で
毎
月
の
よ
う
に
入
れ
替
え
が
あ
る
た

め「
発
行
し
た
途
端
に
古
く
な
る
」の
が

現
状
で
し
た
。
発
行
の
費
用
と
手
間
も
考

慮
し
、
今
年
度
か
ら
の
名
簿
廃
止
を
会
員

資
格
委
員
会
に
提
案
し
了
承
を
得
ま
し

た
。

　
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）

クラブゲスト 3▶4

門間一夫・みずほ総研エグゼクティブエコノ
ミスト／白井さゆり・慶応大教授／植木
安弘・上智大教授／井上康生・リオ五輪
日本柔道男子監督／会田弘継・青山学院
大教授／倉田秀也・防衛大学校教授／森
信親・金融庁長官／中国外交専門家グ
ループ／ベルナール・ビゴITER機構長
／マイケル・カービー北朝鮮における人権
に関する国連調査委員会元委員長／上川
あや・世田谷区議／平井伸治・鳥取県知
事／ペルフェクト・ヤサイ比外相、エル
ネスト・アベリャ同大統領報道官／トル
ン紀美子さん、ピレー千代美さん、武田
里子・大阪経済法科大客員研究員／ガブ
リエル・ドゥケ駐日コロンビア大使
会見リポート 5▶6

シリーズ企画「北朝鮮の核とミサ
イル」／井上康生氏／平井伸治氏
／海外に住む日本人と複数国籍
熊本取材団報告 7

第16回海外取材団報告 8▶11

フランス・スイスのエネルギー事情
記者ゼミ 12

次世代ジャーナリストの必須IT講座
ワーキングプレス 13▶14

富山　政務活動費
「迷ったら一歩前へ」
執念の調査報道で不正明らかに
� チューリップテレビ　宮城克文
大隅良典氏　医学生理学賞
ノーベル賞の快挙を　究極のローカル
ニュースに� 西日本新聞社　相本倫子
新・列島報告　大阪万博誘致 15

「夢よもう一度」そろばん勘定が先走り
� 産経新聞社　鹿間孝一
書いた話書かなかった話 16▶17

経済記者人生の点と点　商品情報
で世界をつなぐ� 長澤孝昭
被災地通信　宮城県登米市 18

五輪ボート会場案に沸く
「メッカ」飛躍のチャンスに
� 河北新報社　本多秀行
リレーエッセー 19

小さなまちの大きな町長
地域おこしの先駆け�島本虎三さん
� 北海道新聞社　石川徹
試写会「湾生回家」　高井潔司 20
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門
もん

間
ま

　一
かず

夫
お

　みずほ総研エグゼクティブエコノミスト

　5月まで日銀理事。終盤と質疑
は「へえ」の連続だった。「日本の
20年は失われていない。生産年齢
人口1人当たりの実質GDPでみ
れば日米の実質的な生産性は似た
伸び」「インフレ目標2％は野心的
すぎるともいえる」。日銀内部で
こんな熱い議論をしているのか？

■10・11（火）シリーズ企画「＜日銀検証＞を検証する」①／司
会：竹田忠委員／出席：70人

白
しら

井
い

　さゆり　慶応大学教授

　マイナス金利導入に反対した元
日銀審議委員。9月発表の新政策
についても「てんこ盛り。複雑さや
不透明さが増した」と厳しい。では
どうするか。物価目標2％の2段
階アプローチなど持論を熱く展開。
「日銀は市場向けでなく、企業や
家計に理解を求める説明責任を」

■10・21（金）シリーズ企画「＜日銀検証＞を検証する」②／司
会：軽部謙介委員／出席：66人

植
うえ

木
き

　安
やす

弘
ひろ

　上智大学教授

　広報畑を中心に国連勤務歴32
年。「潘基文事務総長は前任の2
人と違い、米をはじめ安保理常任
理事国との協調を重視した路線だ
った」と総括。安保理改革は、「最
初に非常任理事国の枠と任期を拡
大、その後、常任理事国に進む2
段階方式が現実的」と提言した。

■10・3（月）シリーズ企画「国連と日本人」⑬／司会：中井良
則顧問／出席：28人

井
いの

上
うえ

　康
こう

生
せい

　リオ五輪日本柔道男子監督

　リオ五輪は男子7階級全てでメ
ダル獲得。「柔よく剛を制す、と
日本は技術力を重要視してきた。
しかし、技術と体力の両方がない
と五輪では勝てない。剛柔一体の
トレーニングが必要だ」。論理的
に説明できる新世代の指導者。「東
京五輪は全階級で金をめざす」

■10・5（水）記者会見／司会：別府育郎委員／出席：52人
5ページに会見リポート

会
あい

田
だ

　弘
ひろ

継
つぐ

　青山学院大学教授

　近著『トランプ現象とアメリカ
保守思想』が話題になっている元
共同通信ワシントン支局長。産業
構造の急激な変化に対応できず追
いつめられた白人中産階級下層の
反発が、トランプ現象の背後にあ
ると熱く語った。「トランプが負け
てもトランプ現象は終わらない」

■10・5（水）シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメ
リカ　米大統領選」⑪／司会：杉田弘毅委員／出席：70人

倉
くら

田
た

　秀
ひで

也
や

　防衛大学校教授

　朝鮮半島政治が専門。北朝鮮の
相次ぐミサイル発射は「軍事技術
的には合理性あり。核戦争の敷居
は下がっている」。一方、日本の
防衛は「サッカーで言えばMFと
GKがいるだけ」と警告。「日米韓
と北朝鮮とのテクノロジー競争。
これに負けたら撃たれる」

■10・6（木）シリーズ企画「北朝鮮の核とミサイル」②／司
会：山本勇二委員／出席：88人
5ページに同シリーズ2回（初回：金田秀昭氏、9・30）をまと
めた会見リポート

森
もり

　信
のぶ

親
ちか

　金融庁長官

　昨年7月就任以来、地域金融改
革を進めている。「手数料稼ぎを
目的とした顧客不在の姿勢ではダ
メ」「地銀は地域企業の事業を適切
に評価する力を」「改革が元に戻ら
ないよう有識者会議で文書化して
いる」「金融庁は怖がられている
が、批判、意見は大歓迎」

■10・12（水）記者会見／司会：軽部謙介委員／出席：84人

中国外交専門家グループ
金燦榮氏、虞少華氏、王星宇氏
　米中関係の専門家、金燦榮教授は米大統領選挙
を聞かれて「誰が大統領になっても中米関係への
影響は限定的だ。トランプがなれば同盟国、貿易
相手国とそれぞれけんかする。日本は2回、けん
か相手にされるが、中国は1回だけだ。日本は厄
介でしょう」。3人とも自信満々で答えた。
■10・14（金）記者会見／司会：坂東賢治委員／通訳：青山久
子、陳羚／出席：55人

ベルナール・ビゴ　国際熱核融合実験炉（ITER）機構長

　核融合は「未来のエネルギー」
として日米EUなどが共同研究を
進めている。「南仏で建設中の国
際熱核融合実験炉を2025年に本格
稼働させ、2060〜70年には大型産
業用の発電を実用化させたい」。
「実現すれば、核分裂利用の今の
原発よりはるかに優れている」

■10・14（金）記者会見／司会：大牟田透・朝日新聞社論説委
員／通訳：陰山由賀里／出席：53人

マイケル・カービー　 
北朝鮮における人権に関する国連調査委員会元委員長

　北朝鮮を非難した国連人権報告
書をまとめた。「最初の反応はチ
ャーム・オフェンシブ（魅力攻勢）
だった。人権理事会の調査にも同
意した。最高指導者の責任が問わ
れることを心配し、守ろうとした
のだろう」。あの国にも弱みがあ
り、チャームを装う時がある。

■10・20（木）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：長井鞠
子／出席：45人

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00033992/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00033993/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00033940/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00033969/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00033970/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034026/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00033971/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034032/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034034/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034063/
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ガブリエル・ドゥケ　駐日コロンビア大使

　和平を拒否した国民投票も、ノ
ーベル平和賞もびっくりのニュー
スだった。「私も驚いた。国民投
票でNOを予想した人はほとんど
いなかった」。和平交渉は再開さ
れる。「もっと広がりがあり持続
できる平和の機会になってほし
い」。祈りにも似た会見だった。

■10・28（金）記者会見／司会：中井良則顧問／通訳：丸山啓
子／出席：19人

上
かみ

川
かわ

　あや　世田谷区議会議員

　性的マイノリティであることを
公表して当選した初の公選議員。
「トイレも性別にとらわれる必要
はない。超高齢化社会。介助する人
がトイレの選択で困らないユニバ
ーサル・デザインを広げたい」。LGBT
が差別されない世の中に向け「小
さな声社会に届け」と訴えた。

■10・20（木）シリーズ企画「LGBTと社会」③／司会：宮田一
雄委員／出席：25人

平
ひら

井
い

　伸
しん

治
じ

　鳥取県知事

　総務官僚から知事に転じ3期
目。人口最少県トップの知名度ア
ップ戦略は「だじゃれ」。会見で
も笑いで関心を引き付け、観光情
報、行革実績を幅広くPRした。
最後は旬の松葉ガニをネタに笑顔
で「鳥取にウェルカニ！」。クスッ
と笑える動画はウェブで公開中。

■10・20（木）記者会見／司会：川上高志委員／出席：60人
6ページに会見リポート

海外に住む日本人と複数国籍
トルン紀美子氏、ピレー千代美氏、武田里子氏
　重国籍を認めない日本の国籍法が、父母の国籍
が違う家庭にどのような問題をもたらしているの
か。独仏在住の2人が自らの体験に基づき具体的
に説明。「子どもにとって両親の祖国はどちらも大
事。国籍放棄はアイデンティティーの半分を奪う」
「多様な日本人は国際化時代に重要」
■10・27（木）記者会見／司会：中井良則顧問／出席：40人
6ページに会見リポート

ペルフェクト・ヤサイ　フィリピン外相（右）

エルネスト・アベリャ　同大統領報道官

　ドゥテルテ比大統領と共に
来日した側近閣僚2人が会
見。弁護士出身の外相は「米
比相互防衛条約を打ち切る必
要はないが、米比合同軍事演
習は中国の疑念を高める」「南
シナ海問題が中比関係の全て

ではない」と新政権の外交方針を語った。
■10・26（水）記者会見／司会：土生修一専務理事／通訳：西
村好美／出席：120人

　
会
見
余
話

●
７
回
も
ク
ラ
ブ
で
会
見

　
次
期
国
連
事
務
総
長
へ
の
就
任
が
決
ま
っ
た
ア
ン
ト
ニ
オ
・

グ
テ
レ
ス
氏
は
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
と
し
て
日
本
記
者
ク

ラ
ブ
に
７
回
も
足
を
運
ん
だ
。そ
の
う
ち
４
回
の
司
会
を
し
た
。

メ
モ
も
見
ず
に
要
点
を
簡
潔
に
語
っ
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は

２
０
１
５
年
11
月
、
10
年
の
任
期
を
も
う
す
ぐ
終
え
て
離
任
す

る
最
後
の
訪
日
の
会
見
だ
。

　
最
後
の
会
見
を
前
向
き
に
終
わ
ら
せ
よ
う
と「
心
に
残
る
業

績
は
な
に
か
」と
聞
い
た
の
だ
が
、「
私
の
仕
事
は
失
敗
に
終

わ
っ
た
」と
述
べ
、
表
情
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
１
０
０
万
人
も

の
難
民
が
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
欧
州
に
向
か
い
欧
州
が
門

戸
を
閉
ざ
し
て
い
る
さ
な
か
の
会
見
だ
っ
た
か
ら
、
胸
を
張
れ

な
い
と
い
う
正
直
な
感
想
だ
。

　「
本
当
に
不
思
議
な
の
は
、
世
界
が
こ
の
10
年
で
豊
か
に
な

っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
だ
け
多
く
の
難
民
が
出

現
し
、
そ
し
て
先
進
国
が
拒
ん
で
い
る
の
か
。
私
に
は
分
か
ら

な
い
」と
語
っ
た
大
国
へ
の
抗
議
の
言
葉
を
思
い
出
す
。

　
21
世
紀
最
大
の
人
道
危
機
で
あ
る
シ
リ
ア
情
勢
の
中
で
の
事

務
総
長
就
任
。
現
場
を
熟
知
す
る
適
任
者
の
登
場
だ
。

（
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
委
員
長
　
杉
田
弘
毅
）

●
次
回
は
メ
ダ
ル
を
持
っ
て

　「
半
世
紀
を
超
え
る
内
戦
終
結
へ
の
努
力
」を
称
え
ら
れ
、

今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
フ
ア

ン
・
マ
ヌ
エ
ル
・
サ
ン
ト
ス
大
統
領
。
２
０
１
１
年
９
月
13
日
、

訪
日
し
た
際
、
ク
ラ
ブ
で
記
者
会
見
に
臨

ん
だ
。
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
、
ゆ
っ
く

り
話
す
。
左
翼
ゲ
リ
ラ
と
の
和
平
交
渉
は

ま
だ
始
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
が「
平
和
」

が
最
初
の
質
問
だ
っ
た
。

　「
長
年
、
国
民
は
暴
力
に
苦
し
ん
で
き
た
。
傷
口
を
正
義
と

公
正
で
修
復
す
る
段
階
に
あ
る
」と
答
え
、
犠
牲
者
補
償
や
国

内
避
難
民
へ
の
土
地
返
還
を
進
め
る
新
し
い
法
律
や
、
５
万
２

０
０
０
人
の
元
ゲ
リ
ラ
兵
士
の
社
会
復
帰
な
ど
を
説
明
し
た
。

通
訳
を
待
て
な
い
様
子
で
付
け
加
え
た
。「
治
安
は
劇
的
に
改

善
し
て
い
る
。
誘
拐
は
96
％
減
少
し
た
。
８
年
前
に
は
４
０
０

人
の
市
町
村
長
が
危
な
く
て
役
所
に
登
庁
で
き
な
か
っ
た
。
今

は
１
２
０
０
人
全
て
の
首
長
が
役
所
で
執
務
で
き
る
。
日
本
か

ら
の
観
光
客
や
投
資
家
に
と
っ
て
普
通
の
国
と
な
り
ま
し
た
」。

落
ち
着
い
た
口
ぶ
り
か
ら
一
転
し
、「
生
ま
れ
変
わ
っ
た
国
」

を
強
調
し
て
い
た
の
が
印
象
に
残
る
。

　
お
み
や
げ
に
い
た
だ
い
た
伝
統
工
芸
の
器
は
大
切
に
飾
っ
て

い
る
。
次
回
は
平
和
賞
メ
ダ
ル
を
手
に
会
見
し
て
ほ
し
い
。

（
中
井
良
則
）

＊
こ
れ
ら
の
会
見
は
ク
ラ
ブ
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
詳
報
し
て
い
ま

す
。
会
見
動
画
も
ど
う
ぞ
。

http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034050/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034066/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034309/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034068/
http://www.jnpc.or.jp/activities/news/report/2016/10/r00034311/
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井い
の

上う
え

　康こ
う

生せ
い

　

リ
オ
五
輪
日
本
柔
道
男
子
監
督

東
京
五
輪
も
こ
の
知
将
に
託
す

　
会
見
後
、
数
人
の
出
席
者
か
ら
異
口
同

音
に「
ク
レ
バ
ー
な
人
だ
ね
」の
感
想
を

聞
い
た
。

　
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
五
輪
で
２
つ
の
金

を
含
む
全
階
級
メ
ダ
ル
を
も
た
ら
し
、
２

０
２
０
年
東
京
五
輪
の
指
揮
も
託
さ
れ

て
携
わ
れ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
る
と
と

も
に
、
と
ん
で
も
な
い
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も

感
じ
て
い
る
。
柔
道
の
素
晴
ら
し
さ
を
世

界
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
柔
道
を
通
し

て
日
本
の
素
晴
ら
し
さ
も
世
界
に
発
信
し

た
い
」と
話
し
た
。

　
リ
オ
五
輪
の
金
メ
ダ
ル
で
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
も
笑
顔
も
見
せ
な
か
っ
た
男
子
73
キ
ロ

級
の
大
野
将
平
や
女
子
70
キ
ロ
級
の
田
知

本
遥
に
は「
２
人
の
振
る
舞
い
は
、
美
し

か
っ
た
。
最
高
の
舞
台
で
最
高
の
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
み
せ
、
な
お
自
身
を
律
し
て

い
た
の
は
柔
道
家
が
求
め
る
姿
だ
と
思

う
」と
た
た
え
る
一
方
で
、
自
身
が
金
メ

ダ
ル
を
獲
得
し
た
直
後
に
大
き
な
ガ
ッ
ツ

ポ
ー
ズ
を
み
せ
た
シ
ド
ニ
ー
五
輪
を
振
り

返
り
、「
今
で
は
恥
ず
か
し
く
感
じ
て
い

ま
す
」と
場
内
を
笑
わ
せ
た
。

　
シ
ド
ニ
ー
の
自
身
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
に

つ
い
て
は
司
会
の
私
も
質
問
を
用
意
し
て

い
た
の
だ
が
、機
先
を
制
さ
れ
た
格
好
で
、

容
易
に
隙
は
み
せ
な
い
。

　
事
前
に
し
た
た
め
た
揮
ご
う
の
文
言

は
、「
初
心
」。
会
見
の
最
後
に
所
見
を
求

め
る
と
、「
過
去
の
揮
ご
う
を
め
く
っ
て

見
て
い
た
ら
、
蓮
舫
さ
ん
と
完
全
に
か
ぶ

っ
て
い
ま
し
た
。
書
い
た
後
に
気
づ
い
て

残
念
で
す
。
申
し
訳
な
い
」。
笑
い
の
取

り
ど
こ
ろ
ま
で
、
心
得
て
い
る
。

　
企
画
委
員
　
産
経
新
聞
社
特
別
記
者

別
府
　
育
郎

る
。
現
役
時
代
の
自
身
の
柔
道
を
想
起
さ

せ
る
問
答
だ
っ
た
。

　
印
象
に
残
る
言
葉
は「
剛
柔
一
体
」。

柔
よ
く
剛
を
制
す
は
柔
道
の
理
想
だ
が
、

世
界
の
格
闘
技
の
集
合
体
で
あ
る「
Ｊ
Ｕ

Ｄ
Ｏ
」で
は
、「
柔
」だ
け
で
は
勝
て
な
い
。

「
剛
」を
ま
と
う
に
は
科
学
的
知
見
も
必

要
、
と
柔
道
以
外
の
専
門
家
の
力
も
頼
っ

た
選
手
の
肉
体
改
造
の
成
果
だ
っ
た
。

　
４
年
後
の
東
京
五
輪
に
は「
監
督
と
し

た
。

　
玉
石
混
交
の

質
問
を
正
面
か

ら
受
け
止
め
、

あ
る
い
は
、
い

な
し
、
崩
し
、

自
然
と
自
分
の

形
に
持
っ
て
い

っ
て
、
最
後
は

内
股
で
仕
留
め

　「
北
朝
鮮
の
核
と
ミ
サ
イ
ル
」の
シ
リ

ー
ズ
企
画
。
最
初
の
２
回
は
東
ア
ジ
ア
の

安
保
情
勢
と
軍
事
技
術
を
中
心
に
し
た
。

　
北
朝
鮮
は
中
、
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル

か
ら
潜
水
艦
発
射
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
Ｓ
Ｌ

Ｂ
Ｍ
）ま
で
多
発
し
て
い
る
が
、
金
田

氏
は
性
能
と
開
発
レ
ベ
ル
を
詳
し
く
説

明
し
た
。

　
攻
撃
目
標
は
米
韓
両
軍
で
あ
り
、
日

本
を
最
初
に
狙
う
こ
と
は
な
い
が
、
暴

発
の
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
監
視

と
迎
撃
に
は
、
イ
ー
ジ
ス
艦
と
地
対
空

誘
導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ
ト（
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
）

の
組
み
合
わ
せ
を
さ
ら
に
増
強
、
高
度

化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
た
だ
、
技
術
開
発
に
は
時
間
が
か
か

り
、
防
衛
費
の
問
題
も
あ
る
か
ら
、
日

米
韓
の
協
力
体
制
を
強
化
す
る
の
が
当

面
の
課
題
に
な
る
。

　
日
本
国
民
は
災
害
や
テ
ロ
へ
の
意
識
は

あ
る
が
、「
万
一
、
ミ
サ
イ
ル
が
飛
来
し

た
時
は
ど
こ
に
避
難
す
る
か
な
ど
、
日
常

生
活
に
密
着
し
た
防
衛
意
識
も
持
つ
べ
き

だ
」と
訴
え
た
。

　
北
朝
鮮
は
目
前
に
あ
る
脅
威
だ
が
、
よ

り
規
模
の
大
き
な
脅
威
は
中
国
だ
と
述

べ
、
国
際
法
を
無
視
し
た
海
洋
進
出
に
外

交
、
安
保
両
面
で
の
備
え
を
強
調
し
た
。

　
倉
田
氏
は
、
北
朝
鮮
は
米
国
と
戦
争
を

す
る
考
え
は
な
い
が
、
韓
国
を
攻
撃
し
市

民
を
殺
傷
し
よ
う
と
す
る
意
識
は
常
に
あ

る
と
分
析
し
た
。

　
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
開
発
は
、
核
に
よ
る
先
制
攻

撃
を
受
け
て
も
第
２
撃
で
報
復
す
る
能
力

を
持
つ
た
め
だ
。
今
後
注
目
す
べ
き
は
ミ

サ
イ
ル
の
大
気
圏
再
突
入
実
験
で
あ
り
、

落
下
後
に
弾
頭
を
回
収
す
る
た
め
、
海
上

で
は
な
く
領
土
内
で
高
角
発
射
す
る
可
能

性
も
あ
る
。
ミ
サ
イ
ル
発
射
を
最
初
に
捕

捉
す
る
の
は
米
偵
察
衛
星
と
韓
国
軍
の
レ

ー
ダ
ー
で
、
迎
撃
態
勢
ま
で
考
え
れ
ば
、

日
米
韓
の
連
携
強
化
が
緊
急
の
課
題
だ
と

述
べ
た
。

　
東
ア
ジ
ア
に
軍
拡
競
争
が
起
き
る
の
で

は
、
と
い
う
質
問
に
は
、「
日
米
韓
の
軍

事
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
北
朝
鮮
よ
り
は
る
か

に
上
回
っ
て
い
る
と
誇
示
し
て
、
強
い
姿

勢
で
抑
止
し
て
い
く
考
え
だ
。
国
民
の
安

全
を
守
る
に
は
、
決
し
て
負
け
ら
れ
な
い

競
争
に
な
る
」と
話
し
た
。

　
元
海
上
自
衛
隊
海
将
と
、
現
職
の
防
衛

大
教
授
。
そ
れ
ぞ
れ「
話
せ
な
い
こ
と
も

あ
る
」と
言
い
、
日
本
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

の
阻
止
率
な
ど
に
は
明
言
を
避
け
た
。
そ

れ
で
も
、「
今
そ
こ
に
あ
る
危
機
」を
明

確
に
説
明
し
て
く
れ
た
。

　
企
画
委
員
　
東
京
新
聞
論
説
委
員山

本
　
勇
二

金か
ね

田だ

　秀ひ
で

昭あ
き

　岡
崎
研
究
所
理
事

倉く
ら

田た

　秀ひ
で

也や

　防
衛
大
学
校
教
授

攻撃目標は韓国と米軍だが

北朝鮮
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平ひ
ら

井い

　伸し
ん

治じ

　鳥
取
県
知
事

地
方
創
生
の
実
践
版

海
外
に
住
む
日
本
人
と
複
数
国
籍

二
重
国
籍
を
認
め
な
い
日
本

閉
じ
た
制
度
に
苦
し
む
の
は
子
ど
も

　
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
の『
小
さ
く
て

も
勝
て
る
』と
い
う
著
書
が
霞
が
関
界
隈

で
も
話
題
に
な
っ
て
い
る
。
副
題
は「
砂

丘
の
国
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
戦
略
」。
安
倍
政

権
が
経
済
再
生
の
柱
の
１
つ
と
位
置
付
け

る「
地
方
創
生
」の
実
践
版
で
も
あ
る
。

　
こ
れ
を
踏
ま
え
た
記
者
会
見
で
平
井
氏

　
結
婚
も
子
ど
も
も
減
り
続
け
る
日
本
だ

が
、
日
本
人
と
外
国
人
の
国
際
結
婚
は
30

件
に
１
件
を
占
め
、
国
際
結
婚
の
両
親
か

ら
生
ま
れ
る
子
ど
も
は
毎
年
、
２
万
人
前

後
い
る
。
出
生
数
は
年
間
約
１
０
０
万
人

な
の
で
２
％
、
つ
ま
り
50
人
に
１
人
は
両

レ
知
事
の
異
名
は
い
ま
や〝
全
国
区
〟だ
。

　
た
だ
、
平
井
知
事
の
生
い
立
ち
は「
お

江
戸
の
ど
真
ん
中
」だ
。
千
代
田
区
外
神

田
で
生
を
受
け
、
超
名
門
の
進
学
校
か
ら

東
大
法
学
部
を
経
て
自
治
省（
現
総
務

省
）に
入
り
、
米
国
留
学
も
経
験
し
た〝
超

エ
リ
ー
ト
〟で
も
あ
る
。
キ
ャ
リ
ア
官
僚

の
修
行
の
場
と
し
て
鳥
取
県
に
出
向
し
た

の
が
縁
で
、
史
上
最
年
少
の
副
知
事（
６

年
間
）を
経
て
、
２
０
０
７
年
に
鳥
取
県

知
事
選
に
出
馬
、
当
選
し
た
。
ち
な
み
に

前
任
者
は
改
革
派
で
鳴
ら
し
た
片
山
善
博

慶
応
大
教
授
だ
。

　
平
井
氏
の
手
腕
と
ア
イ
デ
ア
で
、
過
疎

対
策
の
た
め
の
同
県
へ
の
移
住
者
は
年
々

増
え
、
平
成
21
～
26
年
度
の
総
数
は
４
３

４
４
人
で
全
国
１
位
と
な
り
、
27
年
度
は

１
９
５
２
人
で
年
２
０
０
０
人
超
も
目
前

だ
。
平
井
氏
の
機
知
に
富
ん
だ
セ
ー
ル
ス

ト
ー
ク
が
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ

ら
れ
た
結
果
と
も
み
え
る
。

　
た
だ
、
会
見
翌
日
に
は
鳥
取
県
で
最
大

震
度
６
弱
の
地
震
が
発
生
し
、
平
井
氏
も

ダ
ジ
ャ
レ
封
印
で
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
た
。

　
ゲ
ス
ト
ブ
ッ
ク
に
は「
惜
福
・
分
福
・

植
福
」（
幸
田
露
伴
の
幸
福
三
説
が
出
典
）

と
書
い
た
。
平
井
氏
は
知
事
３
期
目
だ
が

ま
だ
55
歳
。
控
室
で
国
政
転
身
の
可
能
性

を
問
う
と「
私
は
行
政
が
好
き
、（
政
治

家
は
）向
い
て
い
ま
せ
ん
ね
」と
笑
っ
た
。

時
事
通
信
出
身
　
泉
　
宏

受
け
付
け
る
。
し
か
し
、
外
国
で
生
ま
れ

た
だ
け
で
拒
否
さ
れ
る
。「
せ
め
て
１
年

以
内
に
延
ば
し
て
ほ
し
い
」

　
第
２
に
国
籍
を
２
つ
持
つ
場
合
、
22
歳

ま
で
に
ど
ち
ら
か
の
国
籍
を
選
択
す
る
制

度
。
選
択
し
な
く
て
も
法
務
大
臣
の
催
告

は
一
度
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
複
数
国
籍

を
維
持
し
て
い
る
例
も
多
い
。「
人
に
よ

っ
て
差
が
出
る
の
は
不
公
平
。
機
能
し
て

い
な
い
の
な
ら
削
除
し
て
ほ
し
い
」

　
第
３
は
外
国
籍
を
取
得
す
る
と
日
本
国

籍
を
自
動
的
に
失
う
規
定
。
仕
事
の
た
め

外
国
籍
を
必
要
と
す
る
日
本
人
は
国
籍
放

棄
を
強
い
ら
れ
る
。「
海
外
で
働
く
人
材

を
日
本
か
ら
切
り
離
そ
う
と
す
る
」

　
フ
ラ
ン
ス
在
住
の
ピ
レ
ー
千
代
美
さ
ん

（
中
）は
２
人
の
子
ど
も
を
育
て
た
体
験
を

語
り「
父
か
母
か
ど
ち
ら
か
の
国
籍
を
踏

み
絵
の
よ
う
に
選
ば
せ
る
。
多
様
な
背
景

を
持
つ『
日
本
人
』が
増
え
る
こ
と
は
日

本
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
な
の
に
」

　
さ
ら
に
武
田
里
子
・
大
阪
経
済
法
科
大

客
員
研
究
員（
左
）は
研
究
者
の
立
場
か

ら「
形
骸
化
し
た
制
度
を
維
持
し
て
も
弊

害
は
多
い
」と
強
調
し
、
二
重
国
籍
子
弟

の
日
本
留
学
支
援
を
提
唱
し
た
。

　
生
ま
れ
育
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

を
取
り
上
げ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を

排
除
す
る
。
閉
じ
た
法
制
度
に
苦
し
む
の

は
子
ど
も
た
ち
だ
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
顧
問
　
中
井
　
良
則

過
疎
に
悩
み
、
地
場
産
業
の
育
成
に
も
苦

労
が
つ
き
も
の
だ
。
平
井
氏
は
そ
の
弱
点

を
逆
手
に
取
り
、「
一
種
の
卑
下
自
慢
」

と
も
み
え
る
手
法
で
同
県
の
農
産
物
や
観

光
、
文
化
の
国
内
、
国
外
へ
の
売
り
込
み

の
先
頭
に
立
っ
て
き
た
。
著
書
の
副
題
に

も
絡
む「
ス
タ
バ
は
な
い
が
、ス
ナ
バ
は
あ

る
」は
平
井
氏
が
発
し
た
最
も
有
名
な
ダ

ジ
ャ
レ
で
、
ほ
か
に
も「
ド
ン
キ
が
な
く

て
も
ノ
ン
キ
に
暮
ら
せ
る
」な
ど
ダ
ジ
ャ

見
過
ご
し
て
き
た
国
籍
法
の
矛
盾
点
を
、

国
際
結
婚
の
当
事
者
が
問
い
か
け
る
会
見

と
な
っ
た
。

　
ト
ル
ン
紀
美
子
さ
ん（
ド
イ
ツ
在
住
・

右
）は
海
外
に
住
む
日
本
人
に
と
っ
て
の

問
題
点
を
３
つ
挙
げ
た
。

　
ま
ず
、
子
ど
も
の
出
生
か
ら
３
カ
月
以

内
に
日
本
国
籍
の
留
保
届
を
出
さ
な
い

と
、
国
籍
を
失
う
制
度
。
日
本
国
内
な
ら

14
日
以
内
の
期
限
を
過
ぎ
て
も
出
生
届
を

は
、「
小
さ
い
は

『
知
・
意
・
彩
』

だ
」な
ど
と
得

意
の
ダ
ジ
ャ
レ

も
交
え
て「
人

口
最
少
県
の
挑

戦
」に
熱
弁
を

振
る
っ
た
。

　
鳥
取
県
の
人

口
は
57
万
人
。

親
の
２
つ
の
国

籍
を
持
っ
て
育

つ
こ
と
に
な

る
。
と
こ
ろ
が

日
本
の
国
籍
法

は
二
重
国
籍
を

認
め
な
い
。「
国

籍
は
日
本
だ

け
」と
い
う
多

く
の
日
本
人
が
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熊
本
取
材
団（
10
・
３
～
５
）

２
度
の
震
度
７
か
ら
半
年

　
　
課
題
の
多
さ
実
感

家屋の損壊が激しかった益城町中心部。解体作業の
遅れが課題となっている（10.3）

熊本城「飯田丸五階櫓」は右隅の「一本足」
が辛うじて支えていた。倒壊防止の補強工
事は7月末に完成（10.4）

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
熊
本
取
材
団
は
10

月
初
め
、
熊
本
地
震
の
被
災
地
を
３
日
に

わ
た
っ
て
巡
り
、
復
旧
・
復
興
に
取
り
組

む
方
々
や
被
災
者
の
話
を
聞
い
た
。
衝
撃

の
大
き
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
、
被
災
者

か
ら
は
苦
し
み
と
行
き
場
の
な
い
怒
り
が

伝
わ
っ
て
き
た
。
崩
落
し
た
家
の
が
れ
き

の
撤
去
が
進
ま
な
い
な
ど
、
課
題
の
多
さ

も
実
感
さ
せ
ら
れ
た
。

　
集
合
し
た
熊
本
空
港
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ

ス
に
乗
っ
て
約
20
分
。
地
震
の
被
害
が
集

中
し
た
益ま

し

城き

町ま
ち

の
役
場
に
着
い
た
当
初

は
、
地
震
の
痕
跡
が
あ
ま
り
分
か
ら
な
か

持
つ
と
い
わ
れ
る
阿
蘇
神
社（
阿
蘇
市
）

で
は
、
日
本
三
大
楼

門
の
１
つ
な
ど
重
要

文
化
財
６
棟
が
全
損

壊
し
て
い
た
。
重
文

は
、
倒
壊
し
た
材
木
の
一
本
一
本
ま
で
吟

味
し
な
が
ら
公
費
を
使
っ
て
復
元
を
模
索

す
る
。
そ
れ
以
外
の
施
設
の
復
元
は
、
資

金
繰
り
の
メ
ド
が
つ
か
な
い
と
い
う
。

　
仮
設
住
宅
で
は
取
材
団
員
が
そ
れ
ぞ

れ
、
住
民
や
仮
設
の
商
店
主
ら
の
声
に
耳

を
傾
け
た
。「
集
会
施
設
の
運
営
主
体
が

は
っ
き
り
し
な
い
」「
住
民
の
意
見
を
も
っ

と
拾
い
上
げ
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
嘆
き

が
聞
か
れ
た
。
そ
の
北
東
約
20
キ
ロ
の
地

域
。
民
家
が
損
壊
し
て
死
傷
者
が
出
た
ほ

か
、
国
道
の
橋
が
崩
落
し
て
交
通
が
寸
断

さ
れ
た
被
害
の
大
き
さ
か
ら
か
、
強
い
怒

り
の
声
を
上
げ
る
住
民
も
い
た
。

　
熊
本
の
シ
ン
ボ
ル
、
熊
本
城
で
は
、
立

ち
入
り
禁
止
に
な
っ
て
い
る
天
守
閣
の
す

ぐ
脇
に
ま
で
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。
建
造

物
の
ほ
か
、
石
垣
・
壁
な
ど
が
大
規
模
に

損
壊
し
て
い
て
、
復
元
が
容
易
で
は
な
い

の
を
目
の
当
た
り
に
し
た
。

　
主
な
被
災
地
を
視
察
し
な
が
ら
、
蒲
島

郁
夫
熊
本
県
知
事（
写
真
）、
熊
本
日
日

新
聞
社
の
編
集
局
長
や
記
者
た
ち
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
の
意
見
を
聞
く
機
会
も
あ

り
、
密
度
の
高
い
勉
強
に
な
っ
た
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
熊
本
支
局
長（
10
月
１
日
着
任
）

佐
藤
　
敦

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
町

職
員
の
案
内
で
歩
き
始

め
る
と
、
損
壊
・
崩
落

し
た
家
が
徐
々
に
目
に

入
る
よ
う
に
な
り
、
被

●「
熊
日
に
言
い
た
い
」

　
熊
本
空
港
近
く
に
つ
く
ら
れ
た
仮
設
住

宅
団
地
に
住
む
高
齢
の
女
性
は
、
日
本
記

者
ク
ラ
ブ
取
材
団
の
記
者
に
、
団
地
内
に

乗
り
入
れ
る
バ
ス
に
つ
い
て
不
満
を
述
べ

た
と
い
う
。「
路
線
バ
ス
と
の
接
続
が
悪

い
」「
仮
設
団
地
同
士
を
結
ぶ
路
線
が
あ
れ

ば
避
難
所
で
一
緒
だ
っ
た
人
に
会
い
に
行

け
る
の
に
」と
。
そ
の
後
、
女
性
は
続
け

た
。「（
こ
ん
な
話
を
）熊
日
に
言
い
た
い
。

熊
日
に
聞
い
て
ほ
し
い
」

　
県
民
だ
れ
も
が「
ま
さ
か
」と
思
っ
た

２
度
の
震
度
７
か
ら
半
年
。
さ
ま
ざ
ま
な

報
道
を
続
け
て
き
た
。
連
載
中
の「
被
災

者
日
記
」で
は
平
穏
な
日
常
を
奪
わ
れ
た

人
々
の
声
を
聞
き
続
け
て
い
る
。
今
回
、

取
材
団
に
も「
関
心
を
持
ち
続
け
て
」と

訴
え
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
逆
に
熊

日
に
対
す
る
被
災
者
の
思
い
を
す
く
い
取

っ
て
も
ら
っ
た
。
ま
だ
ま
だ
多
く
の
人
に

寄
り
添
う
必
要
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
。

　
熊
本
日
日
新
聞
社
編
集
局
編
集
総
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
森
　
睦
夫

災
の
中
心
部
は
、
が
れ
き
の
山
脈

と
化
し
て
い
た
。

　
同
町
文
化
財
の
潮
井
神
社
の
断

層
で
は
、
地
盤
が
数
メ
ー
ト
ル
に

わ
た
っ
て
ず
れ
、
ご
神
木
が
倒
れ

て
い
た
。
２
３
０
０
年
の
歴
史
を

■日程（２泊３日）
10月３日（月）熊本空港集
合、益城町庁舎へ▶西村
博則・益城町長会見（益
城町庁舎）、役場周辺の
被害が大きかったエリア
を視察▶潮井神社（同町
津森地区）、テクノ仮設
団地（小谷地区）など益
城町周辺取材
10月４日（火）熊本城視
察・取材▶南区液状化復
興対策協議会・荒牧康会
長ほかと懇談（南区日吉
地区周辺）▶蒲島郁夫・
熊本県知事会見（熊本県
庁）▶「NPOくまもと」樋
口務理事会見
10月５日（水）阿蘇大橋
崩落現場付近を視察▶阿
蘇神社訪問、全壊した楼
内などを視察。権禰宜・
池浦秀隆さんらによる説
明▶熊本空港で解散

〔参加10人〕

熊 本取材団
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第
16
回
海
外
取
材
団
　
フ
ラ
ン
ス
・
ス
イ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情

政
策
転
換
と
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
現
場（
10
・９
～
19
）

フランス・スイス取材 団

フランスに半歩先の日本を見た
共同団長　服部　尚（朝日新聞大阪本社編集委員）

厳しさ増す原発大国
共同団長　井田　徹治（共同通信社編集委員兼論説委員）

　
フ
ラ
ン
ス
の
高
速

増
殖
原
型
炉「
フ
ェ

ニ
ッ
ク
ス
」が
あ
る

南
仏
マ
ル
ク
ー
ル
に

着
い
た
の
は
日
程
中

盤
。
前
半
は
、
仏
の

東
に
あ
る
ビ
ュ
ー
ル

村
や
北
の
シ
ェ
ル
ブ

ー
ル
を
電
車
や
バ
ス

で
何
時
間
も
か
け
て

回
り
、
食
事
も
車
内

で
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
で

済
ま
す
こ
と
も
多
か

っ
た
。
普
段
の
倍
速

で
毎
日
が
過
ぎ
て
い

く
感
覚
だ
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
エ
ネ
ル
ギ

ー
取
材
団
の
第
３
弾
と
な
っ
た
今
回
は
、

ま
た
い
つ
も
の
よ
う
な
強
行
軍
に
な
っ

た
。

　
原
子
力
利
用
の
究
極
の
理
想
の
形
は
、

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
増
や
し
て
核
燃
料
と
し

て
利
用
す
る
た
め
の
高
速
増
殖
炉
を
中
心

と
し
た
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
だ
。
原
子
力
大

国
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
開
発
の
先
陣
を
切
っ

て
き
た
が
、
高
速
増
殖
炉「
も
ん
じ
ゅ
」

の
フ
ラ
ン
ス
版
と
い
え
る「
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
」は
廃
炉
作
業
の
真
っ
最
中
だ
っ
た
。

新
た
に
打
ち
出
し
た
次
の
段
階
の
実
証
炉

「
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ（
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
）」計

画
は
先
行
き
が
不
透
明
の
ま
ま
だ
。

　
開
発
担
当
者
は
日
本
の
資
金
支
援
に
期

待
感
を
示
し
、「
高
速
炉
開
発
は
国
際
協

調
を
前
提
に
考
え
て
い
る
」と
訴
え
た
。

フ
ラ
ン
ス
で
さ
え
、
単
独
で
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
開
発
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
難
し
い

状
況
で
あ
る
こ
と
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

　
高
速
炉
に
限
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
原
子

力
開
発
が
岐
路
を
迎
え
て
い
る
こ
と
を
、

あ
ち
こ
ち
で
強
く
感
じ
た
。
日
本
の
試
算

の
３
倍
も
の
建
設
費
と
推
定
さ
れ
る
新
規

原
発
建
設
現
場
、
各
国
が
再
処
理
路
線
か

ら
撤
退
し
て
し
ま
い
、
顧
客
不
足
に
悩
む

使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
工
場
―
。逆
に
、

普
通
の
原
発（
軽
水
炉
）の
寿
命
を
延
長

す
る
既
存
体
制
の
維
持
が
当
面
の
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

　「
も
ん
じ
ゅ
」の
廃
炉
も
視
野
に
高
速

炉
開
発
の
見
直
し
を
進
め
る
日
本
だ
が
、

高
速
炉
開
発
や
再
処
理
の
看
板
は
下
ろ
さ

な
い
ま
ま
で
い
ら
れ
る
方
策
を
探
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
。
半
歩
先
の
日
本
の
姿

を
フ
ラ
ン
ス
に
見
る
思
い
だ
っ
た
。

ラ・アーグシェルブール
フラマンビル

パリ
ビュール

バーゼル

マルクール
アヴィニョン

イギリスイギリス

フランスフランス スイススイス
　「
フ
ラ
ン
ス
の
原

子
力
分
野
で
は
最

近
、
大
き
な
変
化
が

あ
っ
た
。
昨
年
６
月

に
示
さ
れ
た
政
府
の

方
針
で
、
ア
レ
バ
は

２
つ
に
分
割
さ
れ
、

原
子
炉
部
門
は
フ
ラ

ン
ス
電
力（
Ｅ
Ｄ
Ｆ
）

に
売
却
さ
れ
た
」―
。

大
企
業
の
高
層
ビ
ル

が
立
ち
並
ぶ
パ
リ
郊

外
の
ビ
ジ
ネ
ス
地

区
、
ラ
・
デ
フ
ァ
ン

ス
に
建
つ「
ア
レ
バ

タ
ワ
ー
」の
一
室
で

同
社
の
ギ
ヨ
ー
ム
・
デ
ュ
ロ
ー
上
席
執
行

副
社
長
は
取
材
団
に
こ
う
述
べ
た
。

　
58
基
の
原
発
が
電
力
の
約
75
％
を
供
給

す
る
欧
州
の
原
発
大
国
フ
ラ
ン
ス
。だ
が
、

原
子
力
企
業
は
巨
額
の
負
債
を
抱
え
て
リ

ス
ト
ラ
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
原
発
依
存
度

を
２
０
２
５
年
ま
で
に
50
％
ま
で
下
げ
る

こ
と
を
定
め
た
法
律
が
採
択
さ
れ
た
。
取

材
団
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
を
通
じ
て
、

フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
を
取
り
巻
く
状
況
の

厳
し
さ
を
実
感
し
た
。

　
多
額
の
負
債
を
抱
え
た
ア
レ
バ
は
、
政

府
の
資
本
注
入
と
同
時
に
分
社
を
迫
ら
れ

た
。
原
子
炉
プ
ラ
ン
ト
部
門（
ア
レ
バ
Ｎ

Ｐ
）は
Ｅ
Ｄ
Ｆ
に
売
却
、
残
さ
れ
た「
新

ア
レ
バ
」は
燃
料
加
工
や
放
射
性
廃
棄
物

の
処
理
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
。

　
デ
ュ
ロ
ー
氏
は「
新
ア
レ
バ
に
は
多
額

の
負
債
が
残
っ
て
い
る
。
政
府
の
資
本
注

入
に
加
え
、
今
後
、
30
億
ユ
ー
ロ
程
度
の

増
資
を
第
三
者
の
投
資
家
か
ら
募
る
必
要

が
あ
る
」と
述
べ
た
。

　
ア
レ
バ
支
援
を
続
け
て
き
た
Ｅ
Ｄ
Ｆ

も
、
今
回
見
学
し
た
フ
ラ
マ
ン
ビ
ル
原
発

３
号
機
な
ど
欧
州
加
圧
水
型
原
子
炉（
Ｅ

Ｐ
Ｒ
）の
建
設
費
膨
張
や
工
期
の
遅
れ
な

ど
が
原
因
で
経
営
が
立
ち
行
か
な
く
な

り
、
政
府
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。
16
年
６
月
末
段
階
の
負
債
は
３
６
２

億
ユ
ー
ロ
に
も
上
る
。

　
フ
ラ
マ
ン
ビ
ル
３
号
機
の
建
設
費
は
１

０
５
億
ユ
ー
ロ
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
新
設

に
必
要
な
資
金
の
獲
得
は
難
し
く
、
40
年

の
運
転
寿
命
の
延
長
に
活
路
を
見
い
だ
す

し
か
な
い
原
子
力
産
業
。
そ
の
姿
は
フ
ラ

ン
ス
も
日
本
も
共
通
し
て
い
る
。
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地域情報委員会の役割
共同副団長　青野　由利

（毎日新聞社論説室専門編集委員）

恵まれた最終処分地の環境
共同副団長　水野　倫之

（ＮＨＫ解説委員）

　
フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力

関
連
施
設
に
は
、
地
域

の
声
を
く
み
上
げ
る
独

特
の
組
織
の
設
置
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

福
島
原
発
事
故
以
降
、

そ
ん
な
話
を
何
度
か
耳

に
し
、
一
度
取
材
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
。
今

回
、
念
願
か
な
っ
て
複

数
の
地
域
情
報
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
と
会
う
こ

と
が
で
き
た
が
、
印
象

　
今
回
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処

分
地
の
選
定
が
進
む
フ

ラ
ン
ス
と
ス
イ
ス
の
地

下
研
究
所
を
取
材
し

た
。

　
事
前
に
い
ず
れ
も
粘

土
層
だ
と
聞
い
て
い

て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に

練
っ
て
遊
ん
だ
湿
っ
ぽ

い
粘
土
が
広
が
る
世
界

を
想
像
し
て
い
た
が
、

こ
れ
が
ま
っ
た
く
違

は
予
想
と
は
少
し
違
う
も
の
だ
っ
た
。

　
話
を
聞
い
た
の
は
、
ビ
ュ
ー
ル
村
の
核

の
ご
み
最
終
処
分
研
究
所
の「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
」

（
地
域
情
報
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
）

と
、
ラ
・
ア
ー
グ
に
あ
る
再
処
理
工
場
お

よ
び
フ
ラ
マ
ン
ビ
ル
に
あ
る
フ
ラ
ン
ス
電

力（
Ｅ
Ｄ
Ｆ
）の
原
発
施
設
の「
Ｃ
Ｌ
Ｉ
」

（
地
域
情
報
委
員
会
）。
メ
ン
バ
ー
構
成
は

国
会
議
員
、
地
元
自
治
体
の
議
員
、
労
働

組
合
や
環
境
団
体
の
代
表
、
科
学
や
経
済

の
専
門
家
な
ど
で
、
法
律
や
政
令
で
定
め

ら
れ
て
い
る
。
年
数
回
の
公
開
討
論
会
を

開
き
、
一
般
の
人
や
専
門
家
、
メ
デ
ィ
ア

な
ど
が
参
加
す
る
。「
何
か
を
決
定
す
る

の
で
は
な
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

情
報
を
得
て
、住
民
に
情
報
を
提
供
す
る
」

（
ビ
ュ
ー
ル
）、「
民
主
的
な
討
議
の
場
を

提
供
し
、
公
表
す
る
の
が
役
目
」（
ラ
・
ア

い
、
乾
い
て
石
の
よ
う
に
硬
い
も
の
だ
っ

た
こ
と
に
ま
ず
驚
い
た
。
ま
わ
り
を
見
渡

し
て
も
水
た
ま
り
さ
え
な
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
最
終
処
分
実
施
主
体
の
Ａ

Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
や
ス
イ
ス
の
実
施
主
体
の
Ｎ
Ａ

Ｇ
Ｒ
Ａ
の
説
明
に
よ
る
と
、
い
ず
れ
も
１

い
。
さ
ら
に
感
じ
た
の
は
、
反
対
派
の
委

員
は
い
る
も
の
の
、
総
じ
て
地
元
経
済
や

雇
用
へ
の
プ
ラ
ス
面
に
着
目
し
、
地
域
の

中
で
施
設
を
う
ま
く
運
営
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
。
基
本
的
に
原
発
に
肯
定
的
な

フ
ラ
ン
ス
ら
し
い
と
い
う
気
が
し
た
。

　
も
う
１
つ
の
疑
問
は
財
源
の
出
所
。
ビ

ュ
ー
ル
村
の
Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｓ
で
は
半
分
が
国
の

補
助
金
、
半
分
が
Ｅ
Ｄ
Ｆ
や
ア
レ
バ
社
な

ど
廃
棄
物
を
出
す
企
業
か
ら
出
て
い
る
と

聞
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
わ
れ
わ

れ
は
電
力
会
社
や
事
業
者
か
ら
は
お
金
は

も
ら
わ
な
い
。
そ
れ
で
は
独
立
性
が
失
わ

れ
る
」と
ラ
・
ア
ー
グ
の
Ｃ
Ｌ
Ｉ
の
委
員

長
も
首
を
か
し
げ
て
い
た
。

　
こ
う
し
た「
あ
れ
っ
？
」と
い
う
話
も
、

現
地
に
行
け
ば
こ
そ
。
記
者
ク
ラ
ブ
恒
例

の「
弾
丸
ツ
ア
ー
」を
今
後
の
糧
に
し
た

い
。

質
が
地
下
水
で
地
上
ま
で
運
ば
れ
て
し
ま

う
こ
と
だ
が
、
い
ず
れ
の
担
当
者
も
そ
の

可
能
性
は
極
め
て
低
い
こ
と
を
強
調
し
て

い
た
。
ま
た
地
震
も
ほ
と
ん
ど
起
き
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
こ
う
し
た
恵
ま
れ
た
地

質
環
境
の
存
在
が
、
日
本
よ
り
も
最
終
処

分
地
選
定
の
手
続
き
が
進
ん
で
い
る
理
由

の
１
つ
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
っ
た
。

　
た
だ
、
や
は
り
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
よ

う
だ
。
聞
け
ば
両
国
と
も
過
去
に
は
国
民

の
大
規
模
な
反
対
に
遭
う
な
ど
、
と
ん
と

ん
拍
子
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
教

訓
を
生
か
し
て
責
任
の
所
在
を
は
っ
き
り

さ
せ
た
り
処
分
地
選
定
の
進
め
方
を
細
か

く
定
め
る
な
ど
し
て
、
国
民
の
理
解
を
得

よ
う
と
し
て
き
た
と
語
る
。
強
力
な
中
央

集
権
国
家
だ
っ
た
り
直
接
民
主
主
義
だ
っ

た
り
と
、
国
の
体
制
の
違
い
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
最
終
処
分
の
め
ど
が
な
か

フ ランス・スイス取材団

ラ・アーグ核燃料再処理工場の使用済み燃料貯蔵プール

スイス・モンテリ岩盤研究所には日本人スタッフも。NAGRA（日
本のNUMOにあたる）の榊利博マネジャーの説明を受ける

億
６
０
０
０
万
年
前
に
海

底
で
堆
積
し
た
も
の
で
、

例
え
ば
ス
イ
ス
の
場
合
、

17
％
は
水
分
と
の
こ
と
だ

っ
た
が
、
こ
れ
は
当
時
の

海
水
が
そ
の
ま
ま
閉
じ
込

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
、

大
昔
か
ら
水
が
ほ
と
ん
ど

移
動
し
て
い
な
い
証
拠
に

も
な
る
と
い
う
。
放
射
性

廃
棄
物
の
処
分
で
最
も
問

題
に
な
る
の
は
放
射
性
物

な
か
立
た
な
い
日
本
に
と

っ
て
も
学
ぶ
べ
き
点
が
多

い
よ
う
に
感
じ
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
短
期

間
で
多
く
の
原
子
力
関
連

施
設
を
回
れ
た
の
は
取
材

団
な
ら
で
は
の
こ
と
で
、

大
変
勉
強
に
な
っ
た
。
こ

の
次
は
中
国
や
ロ
シ
ア
な

ど
、
簡
単
に
は
い
か
な
そ

う
な
地
域
の
施
設
を
ぜ
ひ

取
材
し
て
み
た
い
。

ー
グ
）。
安
全

性
な
ど
に
疑
問

が
あ
っ
た
場
合

に
独
自
に
調
査

す
る
権
限
も
あ

る
と
い
う
。

　
透
明
性
確
保

の
装
置
で
あ
る

の
は
確
か
だ

が
、
合
意
形
成

を
め
ざ
し
て
い

る
わ
け
で
は
な
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参加者の声　フランス・スイス取材 団

●
日
本
と
異
な
る
原
子
力
大
国
の
背
景

　
フ
ラ
ン
ス
は
な
ぜ
原
子
力
大
国
で
あ
り

続
け
る
の
か
―
―
今
回
の
取
材
で
知
り
た

い
テ
ー
マ
の
１
つ
だ
っ
た
。
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
地
と
な
る
ビ
ュ

ー
ル
村
で
は
、
住
民
の
反
対
ど
こ
ろ
か
誘

致
活
動
が
あ
っ
た
こ
と
に
驚
い
た
。
他
の

施
設
で
も
、
住
民
側
の
代
表
者
ら
に
話
を

聞
く
と
、
同
様
の
経
緯
や
事
業
者
の
取
り

組
み
に
理
解
を
示
す
話
が
多
か
っ
た
。

　
そ
の
背
景
は
、
政
府
方
針
に
従
う
と
い

う
中
央
集
権
的
な
考
え
、
あ
る
い
は
国
の

役
人
が
取
材
団
に
語
っ
た
「
合
理
的
な

『
デ
カ
ル
ト
的
』精
神
に
よ
る
も
の
」か
は

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
日
本
と
は
異

な
る
背
景
を
肌
感
覚
で
知
り
得
た
こ
と
は

貴
重
な
取
材
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
社
科
学
医
療
部
　
石
塚
広
志

●
フ
ラ
ン
ス
と
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か

　「
原
子
力
は
、
主
権
を
保
持
し
て
い
く

た
め
に
重
要
だ
」「
戦
略
的
な
選
択
と
し

て
、
再
処
理
を
今
後
も
続
け
て
い
く
」。

フ
ラ
ン
ス
の
原
子
力
関
係
者
か
ら
出
る
言

葉
は
、
前
向
き
だ
っ
た
。
そ
の
自
信
は
ど

こ
か
ら
く
る
の
か
、
測
り
か
ね
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
日
本
が
原
子
力
政
策

を
進
め
る
上
で
、
フ
ラ
ン
ス
と
ど
の
よ
う

に
付
き
合
っ
て
い
く
か
は
大
き
な
課
題

だ
。
前
に
突
き
進
む
フ
ラ
ン
ス
か
ら
学
ぶ

べ
き
点
、
追
随
し
て
は
な
ら
な
い
点
を
冷

静
に
見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
現
状
に
深
く
接
し
た
こ
と

は
、
大
き
な
財
産
だ
。
強
行
軍
に
耐
え
た

取
材
団
に
は
連
帯
感
が
生
ま
れ
た
。
記
者

生
活
の
中
で
も
希
有
な
体
験
だ
っ
た
。

読
売
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
　
大
塚
浩
之

●「
成
熟
度
」の
差
を
痛
感

　
今
回
の
取
材
で
、
フ
ラ
ン
ス
が「
原
子

力
大
国
」と
し
て
強
い
自
負
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
、
関
係
者
の
言
葉
の
端
々
に
感

じ
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
国
内
電
力

の
７
割
超
を
原
発
で
ま
か
な
っ
て
い
る
点

に
加
え
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最

終
処
分
場
の
整
備
が
着
実
に
前
進
し
て
い

る
と
い
う
事
実
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
核
の
ご
み
の
処
理
と
い
う「
出
口
」に

め
ど
が
立
ち
つ
つ
あ
る
点
は
、
原
子
力
国

と
し
て
の「
成
熟
度
」に
お
い
て
日
本
が

大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
自

仏原子力・代替エネルギー庁（CEA）のカレール・マネ
ジャーから高速実証炉ASTRID計画について聞く

■
日
程（
9
泊
11
日
）

10
月
９
日（
日
）羽
田
発
パ
リ
へ

10
日（
月
）▼
新
ア
レ
バ
：
デ
ュ
ロ
ー
営
業

等
担
当
上
席
執
行
副
社
長
▼
ア
レ
バ
Ｎ
Ｐ
：

ル
リ
エ
ー
ブ
ル
営
業
等
担
当
副
社
長
▼
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
海
洋
省
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

気
候
変
動
総
局
：
パ
ン
副
総
局
長
▼
放
射
性

廃
棄
物
管
理
機
構（
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｒ
Ａ
）：
ウ
ズ

ニ
ア
ン
国
際
部
長
▼
フ
ラ
ン
ス
電
力（
Ｅ
Ｄ

Ｆ
）：
ユ
ル
サ
原
発
新
設
計
画
担
当
上
級
副

社
長
▼
ダ
ン
タ
ッ
ク
上
院
議
員（
エ
コ
ロ
ジ

ー
・
グ
ル
ー
プ
）

11
日（
火
）ビ
ュ
ー
ル
村
へ
▼
放
射
性
廃
棄

物
管
理
機
構
ビ
ュ
ー
ル
地
下
研
究
所
：
広
報

担
当
者
の
概
要
説
明
▼
地
域
情
報
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
委
員
会
代
表
▼
研
究
所
と
技
術
セ
ン

タ
ー
見
学
▼
パ
リ
へ

12
日（
水
）シ
ェ
ル
ブ
ー
ル
へ
移
動
▼
ア
レ

バ
社
・
ラ
・
ア
ー
グ
核
燃
料
再
処
理
工
場
：

マ
ル
テ
ィ
ネ
副
工
場
長
の
概
要
説
明
、
使
用

済
み
燃
料
の
貯
蔵
プ
ー
ル
等
見
学
▼
ビ
エ
・

ラ
・
ア
ー
グ
再
処
理
工
場
地
域
情
報
委
員
会

委
員
長

13
日（
木
）▼
Ｅ
Ｄ
Ｆ
社
フ
ラ
マ
ン
ビ
ル
原

発
：
欧
州
加
圧
水
型
原
子
炉
３
号
機
建
設
現

場
の
説
明
▼
フ
ラ
マ
ン
ビ
ル
原
発
地
域
情
報

委
員
会
代
表
▼
パ
リ
経
由
で
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン

へ
移
動

14
日（
金
）▼
フ
ラ
ン
ス
原
子
力
・
代
替
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁（
Ｃ
Ｅ
Ａ
）／
マ
ル
ク
ー
ル
研

究
所
：
ギ
ベ
ル
ト
ー
研
究
所
長
、
カ
レ
ー
ル

ア
ス
ト
リ
ッ
ド（
Ａ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
）計
画
マ

ネ
ジ
ャ
ー
▼
高
速
増
殖
原
型
炉「
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
」廃
炉
視
察
▼
ア
レ
バ
社
メ
ロ
ッ
ク
ス

Ｍ
Ｏ
Ｘ
燃
料
工
場
：
ジ
ュ
ル
ダ
ン
製
造
部
長

▼
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
発
パ
リ
へ

15
日（
土
）パ
リ
滞
在

16
日（
日
）パ
リ
か
ら
ス
イ
ス
・
バ
ー
ゼ
ル

へ
▼
近
郊
ジ
ュ
ラ
州
の
州
都
ド
ゥ
レ
モ
ン
へ

17
日（
月
）▼
モ
ン
テ
リ
岩
盤
研
究
所
：
ボ

ン
ボ
リ
ス
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

室
長
▼
ビ
ュ
レ
ン
リ
ン
ゲ
ン
放
射
性
廃
棄
物

中
間
貯
蔵
施
設
見
学

18
日（
火
）バ
ー
ゼ
ル
か
ら
パ
リ
へ
▼
パ
リ
発

19
日（
水
）羽
田
着
、
解
散

■
参
加
者

服
部
尚（	

朝
日
新
聞
社
）井
田
徹
治（
共
同

通
信
社
）青
野
由
利（
毎
日
新
聞
社
）水
野
倫

之（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）石
塚
広
志（
朝
日
新
聞
社
）大

塚
浩
之（
読
売
新
聞
社
）三
浦
真（
読
売
新
聞

社
）浅
沼
直
樹（
日
本
経
済
新
聞
社
）山
川
剛

史（
東
京
新
聞
）立
野
理
彦（
北
海
道
新
聞

社
）半
澤
正
輝（
福
島
民
報
社
）高
橋
央
樹

（
新
潟
日
報
社
）岡
本
賢
一
郎（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）石

川
洋（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
）

通
訳
：
岡
部
昌
史
、
古
垣
内
隆
の
両
氏

■
事
前
説
明
会
・
勉
強
会（
10
月
７
日
）

バ
レ
ッ
ツ
臨
時
代
理
大
使
、
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス

原
子
力
参
事
官
、
バ
ァ
ラ
ド
ゥ
ー
広
報
参
事

官（
仏
大
使
館
）、
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ（
原
子
力
発
電

環
境
整
備
機
構
）の
加
来
謙
一
地
域
交
流
部

課
長
な
ど（
ク
ラ
ブ
大
会
議
室
）
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フ ランス・スイス取材団　参加者の声

然
災
害
の
少
な
さ
な
ど
環
境
が
大
き
く
異

な
る
面
は
あ
る
も
の
の
、
学
ぶ
べ
き
点
は

多
い
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

読
売
新
聞
社
科
学
部
主
任
　
三
浦
　
真

●
最
前
線
に
触
れ
新
鮮
な
驚
き

　
国
内
に
仕
事
を
残
し
、
後
ろ
髪
を
引
か

れ
な
が
ら
の
出
発
だ
っ
た
が
、
原
子
力
大

国
フ
ラ
ン
ス
と
、
ス
イ
ス
の
核
燃
料
サ
イ

ク
ル
の
最
前
線
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ

ん
な
思
い
も
一
気
に
吹
っ
飛
ん
だ
。

　
原
子
力
施
設
に
対
す
る
人
々
の
信
頼
が

高
い
こ
と
に
新
鮮
な
驚
き
を
覚
え
る
一
方
、

日
本
で
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
の
か
疑
問

に
感
じ
た
。
特
に
核
の
ご
み
の
処
分
は
日

本
と
の
違
い
が
大
き
い
。
今
後
の
取
材
を

通
じ
て
あ
ら
た
め
て
問
う
て
い
き
た
い
。

　
そ
れ
に
し
て
も
強
行
日
程
の
連
続
で
、

ま
る
で
合
宿
の
よ
う
な
日
々
だ
っ
た
。
単

独
で
は
こ
こ
ま
で
充
実
し
た
出
張
は
決
し

て
組
め
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
関
係
し
た
皆

さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
た
い
。

日
本
経
済
新
聞
社
科
学
技
術
部	

浅
沼
直
樹

●
地
質
が
日
本
と
あ
ま
り
に
も
違
う

　
欧
州
の
地
質
の
状
況
を
詳
し
く
知
り
、

あ
ら
た
め
て
日
本
が
不
安
定
な
国
土
で
あ

る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

　
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
が
い
た
時
代
、
フ
ラ
ン

ス
か
ら
ド
ー
バ
ー
海
峡
へ
と
続
く
広
大
な

地
域
は
穏
や
か
な
海
。
ゆ
っ
く
り
た
ま
っ

た
堆
積
物
が
粘
土
と
な
り
、
さ
ら
に
時
間

を
か
け
て
貝
殻
な
ど
が
堆
積
し
て
石
灰
岩

と
伝
わ
っ
た
。
関
連
企
業
は
も
と
よ
り
、

原
発
監
視
の
た
め
に
地
域
代
表
者
ら
で
つ

く
る
情
報
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
さ
え
、

「
福
島
の
事
故
は
地
震
国
な
ら
で
は
の
事
情

で
特
別
」と
思
っ
て
い
る
こ
と
に
は
驚
い
た
。

　「
国
ご
と
の
事
情
」と
言
っ
て
し
ま
え

ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
東
京
電
力
福
島
第
一

原
発
事
故
の
反
省
、
教
訓
は
海
外
に
伝
わ

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
あ
ら
た
め
て
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
原
発
大
国
が
ど
の
よ
う

な
道
を
歩
む
の
か
、今
後
も
注
視
し
た
い
。

非
常
に
内
容
の
濃
い
11
日
間
だ
っ
た
。

福
島
民
報
社
東
京
支
社
編
集
副
主
任半

澤
正
輝

●「
責
任
」と
は
何
だ
ろ
う
か

　
仏
原
子
力
大
手
、
新
ア
レ
バ
の
幹
部
は

層
に
。
そ
の
上
に
人
々
の
暮
ら
し
が
あ
る

の
か
。
地
震
が
ほ
ぼ
な
い
の
も
う
な
ず
け

た
。
日
本
と
は
あ
ま
り
に
違
う
。

　
原
発
と
そ
の
廃
棄
物
に
ど
う
向
き
合
う

の
か
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が
あ
る
。
科
学
で

乗
り
越
え
ら
れ
る
面
も
あ
る
だ
ろ
う
。
さ

れ
ど
、
日
本
特
有
の
条
件
を
考
え
ず
し
て

未
来
は
な
い
。
そ
う
痛
感
し
た
。

東
京
新
聞
原
発
取
材
班
キ
ャ
ッ
プ
　
山
川
剛
史

●
処
分
場
の
選
定
手
法
を
考
え
る

　
海
外
取
材
団
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て

だ
っ
た
が
、
非
常
に
密
度
の
濃
い
取
材
を

す
る
こ
と
が
で
き
、
フ
ラ
ン
ス
、
ス
イ
ス

両
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
対
す
る
理
解

が
深
ま
っ
た
。

　
個
人
的
に
関
心
が
あ
っ
た
の
は
、
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
を
ど

の
よ
う
に
選
定
す
る
か
。
両
国
と
も
最
終

決
定
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
日
本
よ
り

も
か
な
り
先
行
し
て
い
る
。
研
究
施
設
の

地
元
に
強
力
な
地
域
振
興
策
を
打
ち
出
し

た
フ
ラ
ン
ス
と
、
候
補
自
治
体
に
拒
否
権

を
認
め
な
い
方
針
の
ス
イ
ス
。
北
海
道
の

幌
延
町
で
は
処
分
技
術
の
研
究
が
行
わ
れ

て
い
る
だ
け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
手
法
に
は

考
え
さ
せ
ら
れ
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

北
海
道
新
聞
社
報
道
セ
ン
タ
ー	

立
野
理
彦

●
フ
ク
シ
マ
原
発
事
故
の
教
訓
は

　
取
材
は
原
子
力
関
連
事
業
者
が
中
心
と

な
っ
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
が
今
後
も
原
発
を

推
し
進
め
よ
う
と
す
る
考
え
が
ひ
し
ひ
し

速
炉
開
発
に
絶
対
の
自
信
を
見
せ
た
。
だ

が
ア
ス
ト
リ
ッ
ド
計
画
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
言

葉
に
は
、
同
計
画
の
実
現
性
に
不
透
明
感

が
漂
っ
た
。

　
日
本
で
も
最
終
処
分
を
め
ぐ
り「
現
世

代
の
責
任
」と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
る
。

国
は
こ
れ
ま
で
の
総
括
も
な
い
ま
ま
に
原

発
の
再
稼
働
を
進
め
、
核
燃
料
サ
イ
ク
ル

を
維
持
す
る
方
針
を
示
す
。
高
速
炉
開
発

の
議
論
も
始
ま
っ
た
。「
責
任
」と
は
何

だ
ろ
う
か
と
、
今
も
考
え
て
い
る
。

新
潟
日
報
社
報
道
部
　
高
橋
央
樹

●
日
本
の
現
状
を
考
え
る
契
機
に

　
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
処
分
と
い
う

私
が
学
生
時
代
か
ら
追
究
し
、
記
者
を
志

す
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
最
前
線
を
取
材
す
る
貴
重
な
機
会
に

恵
ま
れ
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
フ

ラ
ン
ス
の
放
射
性
廃
棄
物
処
分
計
画
で
、

既
に
処
分
地
が
決
ま
っ
て
い
る
北
欧
諸
国

の
陰
に
隠
れ
が
ち
だ
が
、
規
模
や
具
体
的

な
技
術
開
発
で
は
世
界
最
先
端
な
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
も
含
め
、
海
外
か
ら

見
つ
め
る
こ
と
で
、
日
本
の
現
状
や
課
題

が
自
分
の
中
で
あ
ら
た
め
て
整
理
で
き
た

と
思
う
。
今
回
の
知
見
や
取
材
先
と
の
関

係
を
、
今
後
の
ニ
ュ
ー
ス
や
番
組
の
中
で

最
大
限
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
か
ね
ば
と

い
う
強
い
使
命
感
に
駆
ら
れ
て
い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
科
学
文
化
部
　
岡
本
賢
一
郎

マルクールのアレバ社メロックスＭＯＸ燃料工場で

「
使
用
済
み

燃
料
の
再
処

理
は
経
済
性

を
超
え
た
環

境
へ
の
責
任

だ
」と
語
っ

た
。
放
射
性

廃
棄
物
管
理

公
社
は
、
将

来
世
代
へ
の

責
任
と
し
て

「
可
逆
性
の

担
保
」
を
強

調
し
た
。
フ

ラ
ン
ス
は
高
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　「
一
身
に
し
て
二

生
を
経
る
が
如
く
」

と
、
有
名
な
言
葉
を

残
し
た
の
は
、
か
の

福
沢
諭
吉
だ
。
幕
末

か
ら
明
治
の
激
動
期

を
生
き
た
同
時
代
人

は
、
ま
る
で
２
度
の

人
生
を
経
験
し
た
よ

う
だ
と
表
現
し
た
。

知
的
好
奇
心
あ
ふ
れ

る
偉
人
は
２
度
目
の

人
生
も
楽
し
ん
だ
は

ず
だ
。

　
今
、
新
聞
業
界
も

似
た
状
況
下
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
長
く
親

し
ま
れ
た「
紙
」か
ら「
ウ
ェ
ブ
」へ
移
る

革
命
が
進
み
、
記
者
自
身
も
変
化
を
迫
ら

れ
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
駆
使
し
、
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
や
煩
雑
な
情
報
を
整

理
、
統
合
し
て
ニ
ュ
ー
ス

を
あ
ぶ
り
出
す
―
。
そ
ん

な
次
世
代
記
者
を
養
成
す

る
、
志
高
い
講
座
の
７
回

目
は「
表
計
算
ソ
フ
ト
　

さ
ら
に
活
用
」だ
。
毎
回

「Libre

　O
ffi
ce

」
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

て
臨
ん
だ
。

　
最
初
の
素
材
は
球
団
の
総
年
俸
と
有
名

選
手
の
年
俸
の
一
覧
表
。
そ
れ
ぞ
れ
の
デ

ー
タ
を
統
合
し
、
各
ス
タ
ー
選
手
の
年
俸

が
球
団
側
に
ど
の
く
ら
い
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
の
か
、
そ
の
割
合
を
出
す
。
こ
の

辺
り
は
こ
な
せ
る
の
だ
が
、
後
半
に
進
む

に
つ
れ
て
講
師
の
歯
切
れ
の
良
さ
は
加
速

し
て
い
く
。
こ
ち
ら
は
だ
ん
だ
ん
と
頭
と

手
の
速
度
が
鈍
っ
て
く
る
。

　
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
、
公
開
さ
れ
て
い
る
出

生
数
や
保
健
所
の
統
計
を
使
っ
て
、
あ
る

傾
向
を
浮
き
彫
り
に
し
た
作
業
だ
ろ
う
。

平
日
よ
り
土
日
の
出
産
が
著
し
く
少
な
い

こ
と
や
、
肝
疾
患
に
よ
る
死
亡
率
が
高
い

地
域
の
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
講
師
い
わ
く「
こ
れ
は
デ
ー
タ
と
格
闘

スクレイピング

ネットから独自にデータを収集
10・４（火）講師：田中孝憲・報知新聞社メディア戦略局編集部／出席：
17人＋ネット視聴３人

聞
き
慣
れ
な

い
ソ
フ
ト
が

登
場
す
る

が
、
今
回
は

す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
。
ま
ず
、
こ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
は
ず
と
見
当
が
つ
け
ば
よ

　次世代ジャーナリストの必須ＩＴ講座⑦⑧　記者ゼ ミ

表計算ソフト さらに活用

ウェブ時代も記者楽しめる？
膨大データの活用法に得心

９・20（火）講師：西尾能人・朝日新聞社統合編集センター次長／出席：
13人＋ネット視聴４人

る
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
知
識

は
避
け
て
通
れ
な
い
と
あ
ら
た
め
て
実
感

し
た
。

　
便
利
な
半
面
、
こ
の
技
術
に
は
注
意
点

が
あ
る
。
記
事
な
ど
著
作
物
を
引
き
出
す

と
著
作
権
法
に
違
反
す
る
し
、
設
定
を
誤

る
と
、
不
要
な
デ
ー
タ
が
加
わ
っ
た
り
、

欲
し
い
デ
ー
タ
を
取
り
損
ね
た
り
し
て
分

析
の
根
拠
が
揺
ら
ぐ
。
相
手
先
が
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
更
新
し
た
と
き
に
は
臨
機
応
変

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ
か
ら
新
し
い
報
道
の
切

り
口
に
な
る
デ
ー
タ
を
取
り
出
せ
る
と
思

う
と
、
期
待
感
が
膨
ら
ん
だ
。

　
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
調
査
報
道
で
先
を
行

く
先
輩
記
者
か
ら「
公
益
に
か
な
う
内
容

で
あ
れ
ば
、
報
道
機
関
は
そ
の
デ
ー
タ
を

積
極
的
に
取
得
す
べ
き
。
一
つ
ひ
と
つ
覚

え
て
い
こ
う
」と
励
ま
さ
れ
た
。

　
デ
ー
タ
を
自
ら
集
め
る
作
業
は
、
記
者

冥
利
に
尽
き
る
。
出
席
者
の
多
く
も
そ
う

感
じ
た
の
か
、
講
義
後
、
パ
ソ
コ
ン
を
片

手
に
講
師
に
詳
細
を
質
問
す
る
姿
が
多
く

見
ら
れ
た
。

読
売
新
聞
社
地
方
部
内
信
課（
読
売
新
聞
デ

ジ
タ
ル
担
当
）	

長
嶋
　
徳
哉

要
だ
か
ら
だ
。
ど
の
数
字

を
何
時
間
お
き
に
取
得
す

る
、
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
先
送
り
…
自
ら
の
考
え

を
情
報
収
集
に
反
映
さ
せ

　「
家
電
製
品
の
値

段
が
、
ネ
ッ
ト
上
で

細
か
く
変
動
し
て
い

る
こ
と
、
知
っ
て
い

ま
す
か
？
」

　
講
師
を
務
め
た
田

中
さ
ん
の
質
問
に
、

「
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
の
値
段
は
変
化

し
続
け
る
こ
と
が
普

通
だ
」
と
考
え
た
。

し
か
し
家
電
量
販
店

の
サ
イ
ト
で
10
数
万

円
す
る
テ
レ
ビ
が
、

あ
る
日
の
午
前
中
だ

け
２
万
円
ほ
ど
値
下
が
り
し
て
、
す
ぐ
戻

っ
て
い
た
事
実
に
は
驚
い
た
。

　
こ
の
変
化
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら

デ
ー
タ
を
決
め
ら
れ
た
時
間
ご
と
に
引
き

出
す「
ス
ク
レ
イ
ピ
ン
グ
」と
い
う
手
法

を
用
い
て
判
明
し
た
。
普
段
は
右
ク
リ
ッ

ク
で
コ
ピ
ー
し
て
デ
ー
タ
を
貼
り
付
け
る

が
、
長
期
間
、
膨
大
な
量
を
集
め
る
の
に

手
作
業
で
は
追
い
つ
か
ず
、
ミ
ス
も
起
き

や
す
い
。
そ
こ
で
今
回
は
、
グ
ー
グ
ル
社

の
表
計
算
ソ
フ
ト「
ス
プ
レ
ッ
ド
シ
ー

ト
」を
使
っ
て
デ
ー
タ
を
自
動
的
に
集
め

る
方
法
を
学
ん
だ
。

　
講
義
中
、
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
場
面
が

多
か
っ
た
。
デ
ー
タ
を
定
期
的
に
引
き
出

す
に
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
知
識
が
必

い
」。
確
か
に
素
材
が
あ
り
、
表

現
で
き
る
ソ
フ
ト
の
当
た
り
が
つ

け
ば
、
試
し
て
み
る
か
、
と
話
は

進
む
。
こ
れ
ま
で
の
講
座
で
得
た

知
見
も
ま
た
同
様
だ
。

　
小
さ
な
地
方
紙
で
ど
こ
ま
で
で

き
る
か
未
知
数
だ
が
、〝
２
度
目
〟

の
記
者
人
生
も
楽
し
ま
な
い
と
。

神
奈
川
新
聞
社
デ
ジ
タ
ル
編
集
部
デ

ス
ク	

牧
野
　
昌
智
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富
山
　
政
務
活
動
費 

宮
城

　克
文（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
）

「
迷
っ
た
ら
一
歩
前
へ
」

　
　
執
念
の
調
査
報
道
で
不
正
明
ら
か
に

　
７
月
。そ
の
資
料
が
よ
う
や
く
届
い
た
。

　
富
山
市
議
た
ち
が
２
０
１
３
年
度
に
使

っ
た
政
務
活
動
費（
政
活
費
）の
記
録
、

４
３
０
０
枚
。
入
手
し
た
は
い
い
が
、
ど

こ
に
着
目
す
れ
ば
い
い
の
か
見
当
が
つ
か

な
い
。
高
く
積
ま
れ
た
紙
の
束
を
前
に
、

た
め
息
が
漏
れ
た
。

　
政
活
費
は
、
政
策
調
査
研
究
な
ど
の
費

用
と
し
て
議
員
報
酬
と
は
別
に
支
給
さ
れ

る
。
富
山
市
議
の
場
合
は
月
15
万
円
だ
。

　
取
材
の
発
端
は
４
月
。
富
山
市
議
会
が

報
酬
の
月
10
万
円
増
額
方
針
を
打
ち
出
し

た
こ
と
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
お
金
が
必
要
な

の
か
確
か
め
よ
う
と
、
政
活
費
支
出
記
録

の
情
報
公
開
請
求
を
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
実
は
、こ
の
と
き
少
し
迷
い
が
あ
っ
た
。

ま
ず
費
用
の
問
題
。
資
料
を
入
手
す
る
に

は
１
枚
あ
た
り
10
円
の
印
刷
代
が
か
か

る
。
全
議
員
の
記
録
３
年
分
を
請
求
し
た

の
で
、
15
万
円
程
度
の
支
出
が
見
込
ま
れ

た
。「
放
送
に
結
び
つ
か
な
か
っ
た
ら
…
」

と
い
う
不
安
が
頭
を
よ
ぎ
っ
た
。

　
ま
た
、
も
し
請
求
内
容
が
議
員
に
漏
れ

た
ら「
宣
戦
布
告
と
捉
え
ら
れ
る
か
も

…
」と
い
う
怖
さ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

「
迷
っ
た
ら
一
歩
前
へ
」と
言
い
聞
か
せ

て
、
５
月
末
に
請
求
し
た
。

膨
大
な
支
出
記
録
と
格
闘
の
日
々

　
政
活
費
の
記
録
が
届
い
た
の
は
、
請
求

の
１
カ
月
半
後
。
そ
れ
か
ら
毎
晩
、
富
山

市
政
記
者
と
私
で
１
枚
ず
つ
確
認
し
た
。

　
各
会
派
が
事
務
局
に
提
出
し
た
伝
票
や

領
収
証
に
は
、
議
員
個
人
名
の
記
載
が
な

い
。
そ
こ
で
、
添
付
資
料
の
中
か
ら
議
員

の
特
定
に
つ
な
が
る
材
料
を
抽
出
し
た
。

　
同
時
に
、
信
頼
で
き
る
情
報
筋
と
も
連

日
、
電
話
な
ど
で
意
見
交
換
し
た
。
こ
ち

ら
の
動
き
が
悟
ら
れ
な
い
よ
う
、
付
き
合

い
が
長
く
、
口
の
堅
い
人
を
厳
選
し
た
。

　
少
し
ず
つ
、
有
力
な
情
報
が
入
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。「
自
民
党
議
員
が
白
紙

の
領
収
証
を
使
っ
て
い
る
」と
い
う
も
の

や
、「
虚
偽
の
市
政
報
告
会
で
配
布
資
料

の
印
刷
代
を
不
正
取
得
し
て
い
る
」と
い

う
も
の
だ
。
そ
う
し
た
情
報
を
得
る
た
び

に
４
３
０
０
枚
の
記
録
を
見
返
し
た
。

　
や
が
て
、
市
議
会
の
ド
ン
・
中
川
勇
氏

の
疑
惑
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
中
川

氏
の
市
政
報
告
会
の
う
ち
、
市
立
公
民
館

の
使
用
記
録（
公
文
書
）を
情
報
公
開
請

求
し
た
と
こ
ろ
、開
催
実
績
は
な
か
っ
た
。

　
本
人
に
直
撃
取
材
し
、
８
月
19
日
、
私

た
ち
は
富
山
市
議
会
の
不
正
を
め
ぐ
る
最

初
の
報
道
に
踏
み
切
っ
た
。

　
翌
日
以
降
、
地
元
紙
な
ど
が
後
を
追
っ

て
報
道
し
た
が
、
中
川
氏
は
失
踪
し
、
連

絡
が
つ
か
な
い
状
態
と
な
っ
た
。
私
た
ち

の
第
一
報
の
11
日
後
に
中
川
氏
は
辞
職
。

市
議
た
ち
の
辞
職
ド
ミ
ノ
に
つ
な
が
っ
て

い
く
。

　
そ
の
後
、
市
民
の
反
対
意
見
が
多
か
っ

た
報
酬
引
き
上
げ
は
取
り
下
げ
ら
れ
た
。

市
職
員
が
情
報
公
開
請
求
内
容
を
漏
洩

　
問
題
は
さ
ら
に
発
展
し
た
。
私
た
ち
が

政
活
費
の
支
出
記
録
や
公
民
館
の
使
用
記

録
を
情
報
公
開
請
求
し
た
こ
と
を
、
議
会

事
務
局
や
教
育
委
員
会
が
漏
ら
し
て
い
た

の
だ
。
こ
の
情
報
漏
洩
が
議
員
に
よ
る
隠

蔽
工
作
に
つ
な
が
っ
て
い
た
。

　
監
視
を
受
け
る
公
人
に
個
人
情
報
が
漏

れ
る
よ
う
で
は
、
請
求
者
は
不
利
益
を
受

け
る
の
が
心
配
に
な
り
、
萎
縮
し
て
し
ま

う
。
情
報
公
開
制
度
の
根
幹
を
揺
る
が
す

事
態
が
密
か
に
起
き
て
い
た
の
だ
。

　
取
材
開
始
か
ら
半
年
。
一
連
の
不
正
を

明
ら
か
に
で
き
た
の
は
、「
正
し
い
こ
と

を
し
て
い
る
」と
の
自
信
が「
怖
い
」と
い

う
気
持
ち
を
上
回
り
、
携
わ
っ
た
記
者
全

員
が
毅
然
と
し
た
態
度
で
議
会
や
行
政
と

相
対
し
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　
本
来
、
議
会
に
は
、
当
局
の
仕
事
の
チ

ェ
ッ
ク
や
当
局
に
な
い
視
点
で
の
政
策
提

案
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
富
山
市
議
会

は
あ
ま
り
に
閉
鎖
的
で
、
多
様
な
民
意
と

向
き
合
っ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。

　
視
聴
者
か
ら
の
激
励
の
電
話
や
メ
ー
ル

も
原
動
力
に
な
っ
た
。
そ
れ
ら
か
ら
は

「
怒
り
」に
加
え
、「
政
治
を
よ
り
身
近
な

も
の
に
変
え
て
ほ
し
い
」と
い
う
期
待
も

感
じ
る
。

　
今
回
、
不
正
を
す
ぐ
に
認
め
な
い
議
員

が
大
半
だ
っ
た
。
そ
れ
を
、
請
求
し
た
資

料
を
調
べ
、
裏
付
け
取
材
を
重
ね
る
こ
と

で
真
相
を
明
ら
か
に
し
た
。
調
査
報
道
の

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
学
ん
だ
。

み
や
き
・
か
つ
ふ
み
▼
１
９
９
７
年
入
社
　
富

山
県
政
記
者
　
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
な
ど
を

経
て
　
２
０
１
６
年
か
ら
報
道
制
作
局
デ
ス
ク

政活費の支出伝票をつぶさに確認　右は
筆者（チューリップテレビ提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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大
隅
良
典
氏
　
医
学
生
理
学
賞
受
賞 

相
本

　倫
子（
西
日
本
新
聞
社
）

ノ
ー
ベ
ル
賞
の
快
挙
を

　
　
究
極
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
に

　「
大
隅
さ
ん
、
大
隅
さ
ん
だ
！
」。
10
月

３
日
午
後
６
時
半
す
ぎ
、
編
集
局
は
一
気

に
興
奮
に
包
ま
れ
た
。「
単
独
か
、
共
同

か
？
」と
確
認
す
る
声
。
共
同
通
信
の
ピ

ー
コ
が「
単
独
受
賞
で
す
」と
流
す
と
同

時
に
、
編
集
者
が
準
備
し
て
い
た
号
外
の

ゲ
ラ
を
持
っ
て
走
り
だ
し
た
。

　
今
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に
、

福
岡
市
出
身
の
大
隅
良
典
・
東
京
工
業
大

栄
誉
教
授（
71
）が
決
ま
っ
た
。
同
市
に

本
社
を
置
く「
九
州
の
新
聞
」、
西
日
本

新
聞
に
と
っ
て
大
隅
氏
受
賞
の
世
界
的
ニ

ュ
ー
ス
は
、
究
極
の
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス

で
も
あ
っ
た
。

　
大
隅
氏
が
卒
業
し
た
福
岡
高
校
で
は
毎

年
、
同
窓
生
ら
が
集
ま
っ
て
発
表
を
見
守

っ
て
お
り
、当
日
、一
緒
に
待
機
し
て
い
た

記
者
た
ち
か
ら
は
、
続
々
と
喜
び
の
表
情

が
入
っ
て
き
た
。
福
岡
に
は
い
な
い
関
係

者
と
も
数
年
来
コ
ン
タ
ク
ト
を
保
っ
て
お

り
、
同
氏
の
実
兄
や
友
人
ら
の
逸
話
、
祝

福
の
言
葉
も
記
事
化
し
た
。
東
京
の
会
見

場
か
ら
は
、
古
里
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り

交
ぜ
た
メ
イ
ン
サ
イ
ド
記
事
も
届
い
た
。

　
翌
日
の
朝
刊
社
会
面
は「『
人
と
違
う

こ
と
』追
究
」と
大
隅
氏
の
横
顔
を
描
き
、

第
２
社
会
面
は「
福
岡
高
化
学
部
が
原
点

／
『
よ
っ
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
』／
同
級

生
歓
喜『
母
校
の
誇
り
』」と
地
元
色
全
開
。

続
く
夕
刊
で
は
、
一
夜
明
け
て
の
単
独
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
１
面
に
掲
載
、
見
出
し
は

「
博
多
は
人
情
あ
ふ
れ
る
街
」だ
っ
た
。

九
州
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
元
年 

〝
下
村
シ
ョ
ッ
ク
〟の
教
訓

　
本
紙
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
取
材
は
、
文
学
賞

を
除
い
て
社
会
部
が
中
心
と
な
る
。
事
前

準
備
の
段
階
か
ら
、
主
眼
は
予
想
さ
れ
る

〝
候
補
〟の
人
物
像
に
迫
り
、
地
元
ニ
ュ
ー

ス
と
し
て
掘
り
下
げ
る
こ
と
だ
。
研
究
業

績
な
ど
は
通
信
社
原
稿
を
活
用
す
る
と
腹

を
く
く
り
、
ロ
ー
カ
ル
色
を
重
視
す
る
。

　
こ
う
書
く
と
メ
ソ
ッ
ド
で
も
あ
り
そ
う

だ
が
、
手
探
り
の
部
分
も
ま
だ
多
い
。
九

州
の「
ノ
ー
ベ
ル
賞
元
年
」は
２
０
０
８

年
と
最
近
だ
。
ク
ラ
ゲ
由
来
の
緑
色
蛍
光

タ
ン
パ
ク
質
発
見
で
化
学
賞
を
受
賞
し
た

下
村
脩
氏
は
、
京
都
府
出
身
だ
が
長
崎
県

内
で
少
年
時
代
を
過
ご
し
、
長
崎
大
薬
学

部
の
前
身
で
学
ん
だ
。
日
本
人
16
人
目
の

受
賞
で
、
初
の
九
州
関
係
者
と
な
っ
た
。

　
不
幸
な
こ
と
に
、
寝
耳
に
水
だ
っ
た
本

紙
は
、
長
崎
総
局
や
支
局
の
記
者
た
ち
が

狂
奔
す
る
羽
目
に
陥
っ
た
。
そ
れ
ま
で
も

ノ
ー
ベ
ル
賞
準
備
は
年
中
行
事
だ
っ
た

が
、
こ
の〝
下
村
シ
ョ
ッ
ク
〟で
明
ら
か

に
潮
目
が
変
わ
る
。
最
た
る
違
い
は「
ノ

ー
ベ
ル
賞
は
ロ
ー
カ
ル
ニ
ュ
ー
ス
で
あ

る
」と
い
う「
実
感
」だ
っ
た
。

「
西
日
本
さ
ん
ら
し
い
」 

特
ダ
ネ〝
ポ
ン
ツ
ク
〟

　
14
年
、九
州
生
ま
れ
の
第
１
号
と
し
て
、

鹿
児
島
県
出
身
の
赤
崎
勇
氏
が
物
理
学
賞

を
取
っ
た
際
に
は
、
前
年
か
ら
本
人
取
材

を
進
め
、
何
と
か
間
に
合
っ
た
。
大
隅
氏

は
13
年
、
本
社
の
記
者
が
横
浜
市
の
大
学

研
究
室
を
訪
ね
て
い
る
。「
社
会
部
で
す
か

ら
」と
、研
究
内
容
よ
り
も
福
岡
時
代
に
つ

い
て
根
掘
り

葉
掘
り
尋
ね

る
記
者
に
、

大
隅
氏
は

「
西
日
本
さ

ん
ら
し
い
ね
」

と
笑
っ
て
応
じ
て
く
れ
た
と
い
う
。
こ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
引
き
継
が
れ
、
発
表
当

日
の
メ
イ
ン
サ
イ
ド
に
生
か
さ
れ
た
。

　
一
方
、
想
定
外
の〝
特
ダ
ネ
〟も
あ
っ

た
。
発
表
翌
日
、
大
隅
氏
の
母
校
の
中
学

を
訪
ね
た
現
地
支
局
長
は
、
卒
業
ア
ル
バ

ム
に
寄
せ
書
き
の
写
真
を
見
つ
け
た
。「
ポ

ン
ツ
ク
　
ポ
ー
ス
ン
ナ
　
大
隅
」。
意
味

が
分
か
ら
な
い
こ
と
が
面
白
い
と
記
事
に

す
る
と
、
ネ
ッ
ト
で
も
拡
散
し「
謎
の
寄

せ
書
き
」と
し
て
話
題
に
な
っ
た
。
支
局

長
は
佐
世
保
支
局
で
下
村
シ
ョ
ッ
ク
を
体

験
し
て
お
り「
こ
の
手
の
取
材
は
経
験
で

す
」と
苦
笑
し
て
い
た
。

　
今
年
の
担
当
デ
ス
ク
と
し
て
、
08
年
の

パ
ニ
ッ
ク
の
再
来
を
想
像
し
、
胃
が
痛
い

日
も
あ
っ
た
。
歴
代
記
者
や
デ
ス
ク
の
周

到
な
準
備
が
生
き
た
今
回
は
幸
運
だ
っ

た
。「
九
州
リ
ス
ト
」か
ら
大
隅
氏
が
消
え

る
一
方
、
新
た
な〝
候
補
〟も
増
え
て
い

く
。ノ
ー
ベ
ル
賞
ウ
イ
ー
ク
は
過
ぎ
て
も
、

未
来
へ
向
け
た
準
備
に
終
わ
り
は
な
い
。

あ
い
も
と
・
み
ち
こ
▼
１
９
９
１
年
入
社
　
社

会
部
　
文
化
部
　
編
集
セ
ン
タ
ー
整
理
デ
ス
ク

な
ど
を
経
て
　
16
年
９
月
か
ら
社
会
部
デ
ス
ク

大隅良典氏のノーベル賞決定を伝える号外。裏
面（手前）は地元色を前面に（西日本新聞社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

下段中央付近に謎の寄せ書き
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大阪万博の会場候補地の夢洲（産経新聞社提供）

大 阪発 地元メディアの視点から

　
大
阪
府
が
２
０
２
５
年
の
国
際
博
覧
会

（
万
博
）誘
致
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　「
東
京
が
２
度
目
の
五
輪
な
ら
、
大
阪

も
２
度
目
の
万
博
を
」。
松
井
一
郎
府
知

事
が
言
い
出
し
た
時
は
、
挫
折
し
た
大
阪

都
構
想
に
代
わ
る
ア
ド
バ
ル
ー
ン
か
と
思

っ
て
い
た
が
、政
府
も
20
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
経
済
活
性
策
と
し

て
前
向
き
で
、
に
わ
か
に
現
実
味
を
帯
び

て
き
た
。

　
９
月
末
に
公
表
さ
れ
た
基
本
構
想
素
案

に
よ
る
と
、「
人
類
の
健
康
・
長
寿
へ
の

挑
戦
」を
テ
ー
マ
に
、
大
阪
湾
の
人
工
島
・

夢ゆ
め

洲し
ま

で
開
催
す
る
。
３
０
０
０
万
人
以
上

の
来
場
者
を
見
込
み
、
経
済
波
及
効
果
は

約
６
・
４
兆
円
と
試
算
し
て
い
る
。

　
だ
が
、
正
直
、
地
元
で
も
あ
ま
り
盛
り

上
が
っ
て
い
な
い
。

■
１
９
７
０
年
は
セ
ピ
ア
色
の
思
い
出

　「
こ
れ
ま
で
欧
米
か
ら
一
歩
も
出
な
か

っ
た
万
国
博
を
、
は
じ
め
て
ア
ジ
ア
で
開

き
え
た
こ
と
。
人
類
の
尊
厳
と
幸
福
を
め

ざ
す
新
し
い
万
国
博
を
創
造
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
。
そ
の
こ
と
に
わ
た
し
た
ち

は
か
ぎ
り
な
い
誇
り
を
感
じ
る
」

　
１
９
７
０
年
の
大
阪
万
博
は
、
わ
が
国

の
高
度
経
済
成
長
を
世
界
に
誇
示
す
る
イ

ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
サ
ン
ケ
イ
新
聞（
当
時

は
カ
タ
カ
ナ
題
字
）は
開
会
式
の
紙
面
で

こ
う
書
い
た
。

　
万
博
史
上
空
前
の
６
４
２
２
万
人
が
つ

め
か
け
、「
月
の
石
」を
展
示
し
た
ア
メ

リ
カ
館
な
ど
人
気
の
パ
ビ
リ
オ
ン
は
数
時

間
待
ち
で
、「
人
類
の
進
歩
と
調
和
」と

い
う
テ
ー
マ
を
も
じ
っ
て「
人
類
の
辛
抱

と
長
蛇
」と
揶
揄
さ
れ
た
。

　
テ
レ
ビ
電
話
や
ワ
イ
ヤ
レ
ス
フ
ォ
ン
が

お
目
見
え
し
、
マ
ル
チ
ス
ク
リ
ー
ン
の
迫

力
に
驚
い
た
。
77
カ
国
が
参
加
し
た
会
場

内
で
世
界
旅
行
が
疑
似
体
験
で
き
た
。
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
や
フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
な
ど
の

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
を
初
め
て
口
に
し
た
。

　
万
博
世
代
が
興
奮
気
味
に
語
っ
て
も
、

若
い
記
者
か
ら
は「
ふ
ー
ん
」と
い
う
反

応
し
か
返
っ
て
こ
な
い
。
そ
れ
は
そ
う
だ

ろ
う
。
手
に
し
て
い
る
ス
マ
ホ
に
比
べ
れ

ば
、
万
博
が
見
せ
て
く
れ
た「
未
来
」は

ア
ナ
ロ
グ
で
、
セ
ピ
ア
色
の「
過
去
」で

し
か
な
い
。

　
高
齢
化
時
代
を
迎
え
て「
健
康
・
長
寿
」

と
い
う
テ
ー
マ
は
今
日
的
で
あ
り
、
普
遍

的
で
あ
る
。
関
西
に
は
生
命
科
学
や
医
療

の
研
究
機
関
、
企
業
が
多
い
。
開
催
す
る

意
義
は
あ
る
。
だ
が
、
基
本
構
想
素
案
か

ら
は
、
ど
の
よ
う
な
万
博
に
な
る
の
か
想

像
が
つ
か
な
い
。

■
官
民
に
同
床
異
夢
？
温
度
差
も

　
大
阪
府
は
万
博
で
は
初
め
て
の
24
時
間

開
催
を
検
討
し
て
い
る
。
24
時
間
運
用
可

能
な
関
西
国
際
空
港
の
利
点
を
生
か
し

て
、
好
調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド（
訪
日
外
国

人
客
）に
弾
み
を
つ
け
よ
う
と
い
う
の
だ
。

　
さ
ら
に
会
場
候
補
地
の
夢
洲
に
は
、
万

博
後
に
Ｉ
Ｒ（
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
）の
誘

致
を
も
く
ろ
ん
で
い
る
。
ア
ク
セ
ス
と
な

る
鉄
道
延
伸
が
万
博
に
よ
っ
て
実
現
し
、

他
の
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
で
き
れ
ば
一
石
二

鳥
で
あ
る
。

　
一
方
、
安
倍
政
権
に
は
、
憲
法
改
正
を

見
据
え
て
、
松
井
知
事
が
代
表
を
務
め
る

日
本
維
新
の
会
を
つ
な
ぎ
止
め
て
お
き
た

い
と
い
う
思
惑
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
関
西
財
界
は
消
極
的
だ
っ
た
。
会
場
建

設
費
と
し
て
１
２
０
０
億
か
ら
１
３
０
０

億
円
、
運
営
費
は
６
９
０
億
か
ら
７
４
０

億
円
と
見
積
も
ら
れ
、
３
分
の
１
は
民
間

負
担
と
み
ら
れ
る
か
ら
だ
。
地
盤
沈
下
が

著
し
い
関
西
の
経
済
界
に
は
ポ
ン
と
出
せ

る
金
額
で
は
な
い
。
ま
た
、
経
費
が
膨
れ

上
が
っ
て
計
画
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ

て
い
る
東
京
五
輪
を
見
る
と
、
及
び
腰
な

の
も
無
理
は
な
い
。

　
11
月
中
に
は
官
民
一
体
の
誘
致
委
員
会

が
設
置
さ
れ
る
予
定
だ
。
誘
致
が
正
式
決

定
す
れ
ば
、
来
春
に
も
博
覧
会
国
際
事
務

局（
Ｂ
Ｉ
Ｅ
）に
立
候
補
を
届
け
出
る
。

パ
リ
と
の
争
い
に
な
る
と
み
ら
れ
る
。

　「
夢
よ
も
う
一
度
」も
よ
か
ろ
う
。
が
、

ど
ん
な
夢
か
。
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
ろ
ば
ん
を

弾
く〝
同
床
異
夢
〟に
思
え
て
な
ら
な
い
。

し
か
ま
・
こ
う
い
ち
▼
１
９
７
５
年
入
社
　

大
阪
社
会
部
長
　
東
京
編
集
長
な
ど
を
経
て
　

２
０
１
０
年
か
ら
特
別
記
者
兼
論
説
委
員

鹿間　孝一
（産経新聞社）

新・列島報告❹　大阪万博誘致

「夢よもう一度」
そろばん勘定が先走り
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ながさわ・たかあき
1948年生まれ　74年時事通信社
入社　ロンドン特派員　商品経
済部長　編集局総務　神戸総局
長など　2012年からフリージャ
ーナリスト

書いた話　書かなかった 話

　
米
ア
ッ
プ
ル
の
創
業
者
、ス
テ
ィ
ー
ブ
・

ジ
ョ
ブ
ズ
が
２
０
０
５
年
、
ス
タ
ン
フ
ォ

ー
ド
大
学
の
卒
業
式
に
招
か
れ
て
行
っ
た

「
点
と
点
を
つ
な
ぐ
」（connecting	the	

dots

）と
い
う
話
が
好
き
だ
。
彼
が
自
分

の
人
生
か
ら
学
ん
だ
３
つ
の
話
の
う
ち
、

最
初
の
話
だ
。

　「
自
分
の
興
味
と
直
感
で
や
っ
て
み
た

こ
と
や
出
会
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流
の
多

く
は
、
後
か
ら
見
れ
ば
、
非
常
に
価
値
の

あ
る
も
の
で
、
そ
の
点
が
い
つ
か
ど
こ
か

に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
い
れ
ば
、
他
の
人

と
違
う
道
を
歩
い
て
い
て
も
、
自
分
の
気

持
ち
に
従
う
自
信
を
与
え
て
く
れ
る
」

　
私
の
通
信
社
マ
ン
と
し
て
の
人
生
も
点

と
点
の
連
続
だ
っ
た
。

◆
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
は
〝
踊
る
〟

　
ロ
ン
ド
ン
特
派
員
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

の
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
を

訪
れ
た
の
は
１
９
８
６
年
３
月
14
日
～
24

日
だ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
は
石
油
市
場
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
市
場
関
係
の
仕
事
は
昔

か
ら
ロ
ン
ド
ン
で
担
っ
て
き
た
。
だ
か
ら

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
や
ウ
ィ
ー
ン
で
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会

議
が
開
か
れ
る
と
、
ロ
ン
ド
ン
が
カ
バ
ー

し
た
。

　
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
総
会
は
数
あ
る
仕
事
の
中
で

最
高
に
し
て
最
悪
だ
っ
た
。
行
き
は
ル
ン

ル
ン
で
英
国
機
。
帰
り
は
ス
イ
ス
航
空
機

で
疲
労
困
ぱ
い
だ
っ
た
。と
に
か
く
長
い
。

10
日
間
ど
こ
ろ
か
最
長
２
週
間
と
い
う
の

も
あ
っ
た
。

　
86
年
は
７
月
に
10
日
間
、
10
月
に
は
14

日
間
も
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
い
た
。
早
期
決
着

か
長
期
化
か
見
通
し
が
立
た
な
い
。
情
報

も
少
な
い
。
特
ダ
ネ
を
狙
う
気
は
全
く
な

い
。
落
と
さ
な
い
よ
う
気
を
付
け
る
だ
け

だ
。
毎
度
お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン
で
会
議

が
長
引
い
て
い
る
。
頭
が
空
っ
ぽ
に
な
っ

て
い
る
。
も
う
少
し
有
意
義
な
時
間
の
使

い
方
も
あ
る
と
思
う
が
、
こ
れ
が
紛
れ
も

な
く
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
会
議
だ
。
自
分
の
思
う
よ

う
な
仕
事
が
で
き
な
い
の
は
仕
方
が
な

い
。
現
場
に
い
る
と
明
け
て
も
暮
れ
て
も

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
ば
か
り
。

　
同
年
12
月
10
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
協
調

減
産
で
は
、
原
則
一
致
し
な
が
ら
各
論
で

は
依
然
調
整
が
必
要
だ
っ
た
。
10
日
間
の

徹
夜
の
協
議
の
末
、
20
日
午
前
５
時
半
、

劇
的
な
幕
切
れ
に
。
イ
ラ
ク
抜
き
と
は
い

え
12
カ
国
が
第
１
、
第
２
四
半
期
に
つ
い

て
１
２
０
万
バ
レ
ル
強
の
大
幅
減
産
を
行

う
と
と
も
に
、
18
ド
ル
の
固
定
価
格
制
復

帰
を
決
め
た
か
ら
だ
。
合
意
内
容
も
シ
ョ

ッ
キ
ン
グ
で
、
も
う
ろ
う
と
す
る
頭
の
中

で
朝
を
迎
え
た
。

　
87
年
、88
年
も
回
数
は
減
っ
た
も
の
の
、

正
直
く
た
く
た
に
疲
れ
た
。ロ
ー
ザ
ン
ヌ
、

ロ
ン
ド
ン
、
マ
ド
リ
ー
ド
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

各
地
を
日
本
の
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
取
材
団
は
転
戦

し
た
。
日
本
記
者
団
ら
し
く
、
い
わ
ば
合

宿
。
同
じ
仕
事
を
し
て
い
な
が
ら
実
は
強

い
結
束
の
下
、
遊
び
も
仕
事
も
共
通
し
て

い
た
。

　
今
か
ら
約
30
年
前
は
ま
さ
に「
逆
オ
イ

ル
シ
ョ
ッ
ク
」だ
っ
た
。

　
70
年
代
は
73
年
に
３
ド
ル
台
か
ら
12
ド

ル
台
に
、
78
年
に
は
12
ド
ル
台
か
ら
30
ド

ル
台
へ
急
上
昇
し
た
。
逆
に
80
年
代
は
86

年
に
急
落
し
、
２
月
に
は
15
ド
ル
を
割
り

込
み
、
３
月
末
に
は
10
・
42
ド
ル
へ
と
最

安
値
を
付
け
た
。

　
そ
の
後
も
湾
岸
危
機
・
湾
岸
戦
争
を
除

い
て
原
油
価
格
は
低
迷
し
た
が
、
98
年
以

降
再
上
昇
。
こ
の
と
き
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ

ア
が
ピ
ー
ク
時
の
１
０
０
０
万
ｂ
ｐ
ｄ

（
バ
ー
レ
ル
／
１
日
）か
ら
約
６
０
０
万
ｂ

ｐ
ｄ
に
減
産
す
る
事
態
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
に
直
面
し
た
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

経
済
記
者
人
生
の
点
と
点

　
商
品
情
報
で
世
界
を
つ
な
ぐ

�

長
澤

　孝
昭
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書 いた話　書かなかった話

は
、
ス
イ
ン
グ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
の
役
割
を
こ
れ
以
上
続
け
な
い
と
、
シ

ェ
ア
バ
ッ
ク
宣
言
を
表
明
し
、
ネ
ッ
ト
バ

ッ
ク
方
式（
石
油
製
品
を
市
場
価
格
か
ら

一
定
の
精
製
・
輸
送
コ
ス
ト
を
引
い
て
原

油
価
格
を
設
定
す
る
方
式
）を
導
入
し
て
、

原
油
価
格
は
市
場
の
主
導
で
決
定
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

◆
Ｃ
Ｍ
Ｅ
　
電
子
取
引
時
代
の
到
来

　
Ｃ
Ｍ
Ｅ（
シ
カ
ゴ
・
マ
ー
カ
ン
タ
イ
ル

取
引
所
）グ
ル
ー
プ
は
、
世
界
を
先
導
す

る
最
も
多
彩
な
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
だ
。

リ
ス
ク
管
理
の
た
め
に
最
も
広
範
な
先

物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
取
引
を
動
か
し
て
お
り
、

Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
カ

ン
タ
イ
ル
取
引
所
）も
Ｃ
Ｍ
Ｅ
の
一
部
門

だ
。
つ
ま
り
米
国
の
金
融
先
物
取
引
市
場

を
牛
耳
っ
て
い
る
の
が
Ｃ
Ｍ
Ｅ
だ
。
そ
の

創
業
者
は
レ
オ
・
メ
ラ
メ
ド
氏
。
彼
は
日

本
市
場
が
な
か
な
か
活
性
化
し
な
い
こ
と

に
つ
い
て
、
私
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
時

に
、
こ
う
語
っ
た
。

　「
取
引
の
過
程
を
も
っ
と
透
明
に
す
る

こ
と
。
誰
が
売
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
買

っ
た
の
か
。
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
透
明
に
す

る
こ
と
だ
。
そ
し
て
透
明
化
の
努
力
を
決

し
て
諦
め
な
い
こ
と
だ
。
こ
の
努
力
を
諦

め
な
け
れ
ば
、
必
ず
道
は
開
け
る
」

　
と
に
か
く
、「
オ
ー
プ
ン
・
ア
ッ
プ
」

と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　
私
は
当
時
、
日
本
の
先
物
市
場
を
統
括

す
る
商
況
部
長（
後
の
商
品
経
済
部
、
現

在
は
金
融
市
場
部
）だ
っ
た
。
30
人
の
部

員
を
擁
す
る
部
だ
。
残
念
な
が
ら
商
況
部

に
先
物
部
門
は
あ
っ
て
も
現
物
部
門
が
な

い
。
現
物
部
門
が
あ
っ
て
初
め
て
商
況
部

と
言
え
た
が
、
商
品
部
に
先
物
部
門
が
な

い
日
経
と
同
じ
だ
っ
た
。

　
Ｃ
Ｍ
Ｅ
の
源
流
は
１
８
４
８
年
に
シ
カ

ゴ
に
設
立
さ
れ
た
世
界
初
の
先
物
取
引
所

だ
。
設
立
以
来
、
長
い
歴
史
と
伝
統
を
誇

る
一
方
で
、
電
子
取
引
時
代
の
到
来
を
予

見
し
た「
先
物
の
父
」と
呼
ば
れ
る
メ
ラ

メ
ド
氏
の
先
見
性
な
ど
に
よ
り
、
90
年
代

前
半
に
伝
統
的
な
セ
リ
方
式
の
取
引
手
法

を
電
子
取
引
シ
ス
テ
ム
へ
と
革
新
し
、
大

き
く
躍
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
そ
し
て
、
２
０
０
７
年
に
競
合
他
社
と

の
大
規
模
な
買
収
合
戦
に
発
展
す
る
中
、

Ｃ
Ｂ
Ｏ
Ｔ（
シ
カ
ゴ
商
品
取
引
所
）を
買

収
し
、
両
社
が
合
併
し
て
新
会
社
の「
Ｃ

Ｍ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
」を
設
立
。
そ
の
後
、
Ｃ

Ｍ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
は
、
08
年
に
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ

を
買
収
し
、
今
日
で
は
Ｃ
Ｍ
Ｅ
、
Ｃ
Ｂ
Ｏ

Ｔ
、
Ｎ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｘ（
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
商
品
取
引
所
）の
４
つ
の
取
引

所
が
中
核
と
な
っ
て
い
る
。

　
翻
っ
て
日
本
。
国
民
経
済
に
必
要
だ
か

ら
こ
そ
市
場
は
存
在
す
る
の
だ
が
、
一
般

社
会
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
の
は
否
定
的
な

声
ば
か
り
。
商
品
先
物
は
公
正
で
透
明
な

価
格
形
成
の
場
だ
っ
た
。
市
場
経
済
に
不

可
欠
と
の
声
を
胸
に
自
己
変
革
に
取
り
組

み
、
東
京
工
業
品
取
引
所
は
東
京
商
品
取

引
所
を
生
み
、
東
商
に
は
今
年
９
月
か
ら

日
本
取
引
所
グ
ル
ー
プ（
Ｊ
Ｐ
Ｘ
）の
取

引
シ
ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
商
品
と
金

融
の
取
引
が
一
体
化
し
た
。

◆
日
系
人
が
生
ん
だ
南
米
の
大
豆
の
話

　
原
油
相
場
は
ウ
エ
ス
ト
・
テ
キ
サ
ス
・

イ
ン
タ
ー
ミ
デ
ィ
エ
ー
ト（
Ｗ
Ｔ
Ｉ
）が

代
表
油
種
と
し
て
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る

が
、
他
の
商
品
に
も
大
豆
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
な
ど
が
あ
る
。代
表
的
な
の
は
大
豆
だ
。

　
98
年
に
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
に
行
っ
た

際
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
大
豆
産
地
を
取
材
し
た
。

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
永
井
和
夫
氏
の
研
究
論
文

「
パ
ラ
グ
ア
イ
日
系
農
業
者
の
発
展
と
大

豆
栽
培
」に
よ
る
と
、
不
耕
起（
土
を
耕

さ
な
い
栽
培
方
法
）に
よ
る
大
豆
栽
培
は

日
本
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
支
援
の
下
で
、
70
年

代
に
ま
ず
ブ
ラ
ジ
ル
で
実
施
。
そ
の
後
、

82
年
11
月
に
パ
ラ
グ
ア
イ
を
襲
っ
た
集
中

豪
雨
に
よ
る
土
壌
流
出
で
、
イ
グ
ア
ス
移

住
地
で
の
導
入
が
決
意
さ
れ
た
。

　
そ
し
て
パ
ラ
グ
ア
イ
に
生
計
を
求
め
て

移
住
し
て
き
た
努
力
が
無
駄
に
な
っ
て
し

ま
う
と
恐
れ
た
日
系
移
民
が
、
不
耕
起
栽

培
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
イ
グ
ア
ス
地

域
で
は
日
系
人
で
構
成
さ
れ
る
農
業
協
同

組
合
も
全
面
的
に
協
力
し
、
収
穫
量
も
増

え
た
と
い
う
。

　
96
年
に
は
パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
不
耕
起
栽

培
普
及
率
は
40
％
に
ま
で
発
展
。
現
在
、

同
国
の
大
豆
輸
出
が
世
界
第
４
位
に
あ
る

背
景
に
は
、
イ
グ
ア
ス
移
住
地
の
日
系
移

民
の
貢
献
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
イ
グ
ア
ス
の
土
壌
か
ら
収
穫
さ
れ
た
大

豆
は
世
界
的
な
輸
出
産
品
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
価
値
を
決
め
る
の
は
シ
カ
ゴ
市

場
の
先
物
相
場
だ
。
パ
ラ
グ
ア
イ
は
農
業

国
で
あ
り
、
開
発
途
上
国
だ
。
パ
ラ
グ
ア

イ
を
通
じ
て
世
界
が
連
携
し
て
い
る
。

　
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
か
ら
北
米
Ｃ
Ｍ
Ｅ
、
そ
し

て
南
米
イ
グ
ア
ス
移
住
地
。
商
品
情
報
で

世
界
を
つ
な
い
だ
の
は
自
分
だ
っ
た
。
そ

れ
が
正
し
い
の
か
正
し
く
な
い
の
か
は
分

か
ら
な
い
。
つ
な
が
る
意
味
が
あ
っ
て
こ

そ
の
話
だ
。

OPEC会議取材で発行されたプレスカードは今
も手元に（筆者提供）
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合
わ
せ
て
宮
城
県
が
１
０
０
０
㍍
の
コ
ー

ス
を
整
備
。合
併
前
の「
迫

は
さ
ま

町ち
ょ
う」時
代
の
98

年
に
国
内
唯
一
の
常
設
８
レ
ー
ン
２
０
０

０
㍍
の
コ
ー
ス
に
な
り
、旧
迫
町
に
は
ボ
ー

ト
に
親
し
む
文
化
が
根
付
い
て
い
っ
た
。

　
河
北
新
報
社
が
毎
年
夏
に
主
催
す
る

「
河
北
レ
ガ
ッ
タ
」の
大
会
運
営
を
支
え

る
の
は
、
自
身
は
選
手
経
験
が
な
い「
と

め
漕
艇
協
会
」の
メ
ン
バ
ー
や
、
地
元
中

高
生
の
父
母
ら
だ
。
例
え
ば
ス
タ
ー
ト
時

に
ボ
ー
ト
を
手
で
支
え
る「
ボ
ー
ト
ホ
ル

ダ
ー
」な
ど
も
担
い
、
大
会
の
２
日
間
で

選
手
よ
り
も
日
焼
け
す
る
の
だ
。

■「
こ
っ
ち
に
来
る
ん
じ
ゃ
…
」

　
99
年
に
シ
ド
ニ
ー
五
輪
ア
ジ
ア
予
選
を

兼
ね
た
ア
ジ
ア
大
会
が
開
催
さ
れ
る
な
ど

国
際
基
準
を
満
た
し
た
コ
ー
ス
で
、
今
年

６
月
に
は
東
京
五
輪
の
事
前
合
宿
地
を
探

す
カ
ナ
ダ
チ
ー
ム
が
視
察
に
訪
れ
、「
素

晴
ら
し
い
施
設
」と
高
く
評
価
し
た
。
８

月
に
は
、
日
本
ボ
ー
ト
協
会
主
催
の
全
日

本
新
人
選
手
権
が
開
催
さ
れ
た
。
国
内
主

要
大
会
の
開
催
に
、
県
ボ
ー
ト
協
会
役
員

は
上
機
嫌
だ
っ
た
。「
東
京
が
今
、
ご
た

ご
た
し
て
い
る
。
こ
っ
ち
に
来
る
ん
じ
ゃ

ね
え
か
な
」。
も
ち
ろ
ん
冗
談
だ
っ
た
。

　
が
、
９
月
下
旬
、
そ
の
役
員
は「
ま
さ

か
」と
驚
く
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
。
そ
の

後
、
市
内
は
歓
迎
ム
ー
ド
一
色
に
な
る
。

市
民
有
志
は
10
月
７
日
、「
東
京
五
輪
・

ほ
ん
だ
・
ひ
で
ゆ
き
▼
１
９
８
９
年
入
社
　
報

道
部
　
ス
ポ
ー
ツ
部
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
５

年
４
月
か
ら
登
米
支
局
長

被災地通信�　宮城県登米市

五輪ボート会場案に沸く
「メッカ」飛躍のチャンスに

本多　秀行（河北新報社）

大勢の市民クルーが競い合った今年の「長沼レ
ガッタ」（河北新報社提供）

　
９
月
25
日
、
宮
城
県
登と

米め

市
の
宮
城
県

長
沼
ボ
ー
ト
場（
ア
イ
エ
ス
総
合
ボ
ー
ト

ラ
ン
ド
）に
は
テ
ン
ト
が
設
営
さ
れ
、
に

ぎ
わ
っ
た
。
市
民
３
０
０
人
以
上
が
参
加

す
る「
長
沼
レ
ガ
ッ
タ
」は
毎
年
秋
に
開

催
さ
れ
、
今
年
で
27
回
目
。
競
技
用
で
は

な
い
底
が
広
く
安
定
し
た
ボ
ー
ト
を
使
用

し
、
競
技
経
験
の
な
い
市
民
が
牧
歌
的
な

雰
囲
気
の
レ
ー
ス
を
楽
し
む
。
参
加
し
た

ク
ル
ー
の
主
将
は「
早
く
ビ
ー
ル
飲
み
た

い
」と
笑
顔
で
テ
ン
ト
に
向
か
っ
た
。

　
宮
城
県
北
部
に
あ
る
登
米
市
は
人
口
約

８
万
２
０
０
０
人
。
２
０
０
５
年
、
９
町

が
合
併
し
誕
生
し
た
。
長
沼
ボ
ー
ト
場
は

１
９
８
９
年
、
翌
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
水
上
競
技
場
の
宮
城

県
登
米
市
会
場
を
歓
迎
す
る
市
民
の
会
」

を
発
足
。
市
内
に「
歓
迎
」の
看
板
が
目

に
付
く
よ
う
に
な
っ
た
。
同
15
日
、
小
池

百
合
子
東
京
都
知
事
が
視
察
に
来
た
際
は

約
３
０
０
０
人
が
迎
え
た
。

■
水
を
差
す
の
は
タ
ブ
ー
？

　
こ
の
ム
ー
ド
に
、
会
場
誘
致
に
否
定
的

な
こ
と
は
言
い
づ
ら
い
。
と
め
漕
艇
協
会

会
長
は
、
長
沼
会
場
案
が
浮
上
し
た
当
初

「
運
営
面
で
課
題
が
多
い
。
大
変
だ
」と

コ
メ
ン
ト
。
私
は
記
事
に
し
た
が「
君
の

せ
い
で
い
ろ
ん
な
人
か
ら（
文
句
を
）言

わ
れ
た
」と
漏
ら
し
た
。
誘
致
に
水
を
差

し
て
は
い
け
な
い
空
気
は
、
東
日
本
大
震

災
の
被
災
者
に
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
宮
城
県
が
選
手
村
と
想
定
し
た
の
は
、

登
米
市
内
の
仮
設
住
宅
を
広
く
リ
フ
ォ
ー

ム
し
た
部
屋
だ
。
現
在
、
仮
設
住
宅
に
暮

ら
す
人
の
多
く
は「
活
用
さ
れ
る
の
は
う

れ
し
い
」と
喜
ぶ
。
が
、
仮
設
住
宅
か
ら

今
年
引
っ
越
し
た
あ
る
男
性
は「
自
分
た

ち
が
狭
い
と
感
じ
て
我
慢
し
て
過
ご
し
た

部
屋
が
、
選
手
の
た
め
に
こ
ん
な
に
立
派

に
な
る
ん
だ
な
あ
。
複
雑
だ
け
ど
、
五
輪

誘
致
に
否
定
的
な
こ
と
を
今
は
言
い
づ
ら

い
よ
ね
」と
笑
い
な
が
ら
漏
ら
し
た
。

　
宮
城
県
議
会
で
は
同
21
日
、
議
員
か
ら

「
被
災
者
の
中
に
は
生
活
再
建
が
困
難
な

人
も
い
る
。
復
興
財
源
を（
ボ
ー
ト
場
整

備
に
）使
う
の
は
適
切
で
は
な
い
」な
ど

の
質
問
が
出
た
。

　
こ
の
記
事
が
出
る
頃
に
は
、
会
場
問
題

の
結
論
は
見
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
原
稿
を

書
い
て
い
る
10
月
22
日
時
点
で
は
、
決
定

で
は
な
い
が「
長
沼
変
更
案
」は
力
が
弱

ま
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
今
回
、
登

米
と
い
う
地
方
都
市
が
こ
れ
だ
け
注
目
を

集
め
た
の
は
初
め
て
だ
。
合
併
前
の
旧
９

町
の
住
民
が「
五
輪
誘
致
」で
心
を
一
つ

に
し
た
。
そ
し
て
、
一
連
の
報
道
で
長
沼

ボ
ー
ト
場
の
レ
ー
ス
環
境
の
良
さ
を
広
く

知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
、「
ボ

ー
ト
の
メ
ッ
カ
」と
な
る
べ
く
、
魅
力
を

高
め
て
い
く
き
っ
か
け
に
し
て
ほ
し
い
。

東日本大震災から5年8カ月	 被災地はい ま
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リ レーエッセー

小
さ
な
ま
ち
の
大
き
な
町
長

　地
域
お
こ
し
の
先
駆
け
　島
本
虎
三
さ
ん

石
川

　徹（
北
海
道
新
聞
社
）

こ
と
も
な
く
、「
も
っ
と
仁
木
の
記
事
を

書
い
て
く
れ
よ
」が
口
癖
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
中
で
、
今
も
記
憶
に
残
る
思
い

出
が
あ
る
。
初
め
て
彼
の
町
政
運
営
を
批

判
し
た
時
の
こ
と
だ
。

　
最
近
で
こ
そ
、
行
政
と
民
間
と
の
連
携

は
珍
し
く
は
な
い
が
、
島
虎
さ
ん
は
私
が

赴
任
し
た
年
、
岐
阜
県
で
活
動
し
て
い
た

半
農
半
工
の
若
者
の
職
人
集
団
を
招
き
、

西
武
流
通
グ
ル
ー
プ
と
町
と
の
３
者
で
協

定
を
結
ん
だ
。
農
産
物
の
加
工
・
流
通
を

は
じ
め
経
済
、
文
化
活
動
を
一
体
に
し
た

新
し
い
形
の
地
域
お
こ
し
、
と
い
う
触
れ

込
み
だ
っ
た
。

　
町
長
室
に
は
若
者
集
団
が
当
時
製
作
し

て
い
た
、
シ
ェ
ー
カ
ー
様
式
の
ロ
ッ
キ
ン

グ
チ
ェ
ア
を
置
く
ほ
ど
の
肩
の
入
れ
よ

う
。
町
民
か
ら
は
当
然
、
彼
ら
へ
の
や
っ

か
み
の
声
も
上
が
っ
た
。

　
彼
ら
が
仁
木
町
へ
移
住
し
て
く
る
前
に

活
動
を
し
て
い
た
岐
阜
県
清き

よ

見み

村（
現
・

高
山
市
）に
取
材
に
行
く
と
、
役
場
幹
部

は「
あ
い
さ
つ
も
な
く
去
っ
て
い
っ
た
」

と
素
っ
気
な
か
っ
た
。
清
見
村
役
場
の
声

を
基
に
、
３
者
協
定
に
よ
る
町
づ
く
り
に

く
ぎ
を
刺
す
記
事
を
書
く
と
、
若
者
集
団

か
ら
は
抗
議
が
来
た
。
だ
が
島
虎
さ
ん
の

反
応
は
違
っ
た
。

　「
長
い
目
で
見
て
や
っ
て
く
れ
や
」

　
彼
は
役
場
職
員
か
ら
か
ん
し
ゃ
く
を
落

と
す
こ
と
で
恐
れ
ら
れ
て
も
い
た
だ
け

に
、
掲
載
後
、
初
め
て
会
っ
た
時
の
優
し

い
声
に
は
、
拍
子
抜
け
し
た
。

　
若
気
の
至
り
で
書
い
た
記
事
で
も
、
事

実
に
基
づ
い
て
い
る
な
ら
受
け
入
れ
よ
う

と
い
う
度
量
が
あ
っ
た
。

　
現
在
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
先
駆
け

と
も
い
え
る
若
者
集
団
は
そ
の
後
、
仁
木

町
を
去
り
、
隣
接
す
る
赤
井
川
村
に
本
拠

地
を
移
し
た
。
町
の
人
口
も
、
島
虎
町
長

時
代
よ
り
１
５
０
０
人
減
っ
た
。
だ
が
、

西
武
流
通
グ
ル
ー
プ
と
の
契
約
で
栽
培

が
始
ま
っ
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
サ
ク

ラ
ン
ボ
、
ブ
ド
ウ
に
次
ぐ
町
の
主
要
産

品
と
な
っ
た
。
若
者
集
団
に
触
発
さ
れ

た
仁
木
の
若
者
た
ち
が
始
め
た「
さ
く

ら
ん
ぼ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」は
今
、
初

夏
の
道
央
圏
の
名
物
行
事
で
あ
る
。

　
島
虎
さ
ん
は
町
長
を
退
任
し
た
翌
88

年
、
第
４
次
全
国
総
合
開
発
計
画
を
審

議
す
る
国
土
審
議
会
の
特
別
委
員
に
、

当
時
の
竹
下
登
首
相
か
ら
任
命
さ
れ

た
。
島
虎
さ
ん
の
活
動
に
共
感
し
た
伊

東
正
義
自
民
党
総
務
会
長（
当
時
）の

推
薦
だ
っ
た
。
島
虎
さ
ん
は
翌
89
年
、

75
歳
で
亡
く
な
っ
た
が
、
伊
東
氏
は
北

海
道
新
聞
に「
敬
愛
し
て
い
た
人
だ
け

に
非
常
に
惜
し
い
人
を
亡
く
し
た
」と

の
コ
メ
ン
ト
を
寄
せ
て
い
る
。

　「
虎
は
死
し
て
皮
を
留
め
、
人
は
死

し
て
名
を
残
す
」と
の
こ
と
わ
ざ
が
あ

る
。
島
虎
さ
ん
が
名
も
功
績
も
残
せ
た

の
は
、
政
治
家
と
し
て
の
格
と
か
立
場

と
か
を
超
え
て
住
民
の
課
題
に
真
正
面

か
ら
立
ち
向
か
っ
た
か
ら
だ
、
と
今
に

な
っ
て
思
う
。

（
い
し
か
わ
・
と
お
る
　
東
京
編
集
局
長
）

次
号
は
川
上
高
志
さ
ん（
共
同
通
信

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

　
小
池
百
合
子
東
京
都
知
事
を
は
じ
め

国
会
議
員
か
ら
知
事
へ
の
転
身
は
珍
し

く
な
い
。
区
長
や
政
令
市
長
に
転
じ
た

人
も
い
る
。
だ
が
、
小
さ
な
ま
ち
の
首

長
へ
と
な
る
と
、
国
会
議
員
の
妙
な
プ

ラ
イ
ド
か
ら
か
、ほ
と
ん
ど
例
は
な
い
。

　
小
樽
市
に
近
い
果
樹
の
産
地
、
後し

り
べ
し志

管
内
仁に

木き

町ち
ょ
う（

現
在
の
人
口
約
３
４
０

０
人
）で
、
保
守
系
町
民
に
担
が
れ
て

１
９
７
９
年
か
ら
２
期
８
年
間
、
町
長

を
務
め
た
島
本
虎
三
さ
ん
、
通
称「
島

虎
さ
ん
」は
、
直
前
ま
で
５
期
16
年
間
、

社
会
党
の
衆
院
議
員
と
い
う
異
端
の
人

だ
っ
た
。

　
私
は
駆
け
出
し
記
者
と
し
て
ニ
ッ
カ

ウ
ヰ
ス
キ
ー
工
場
の
所
在
地
で
知
ら
れ

る
余
市
町
の
支
局
に
赴
任
し
た
83
年
か

ら
３
年
間
、
仁
木
町
に
通
い
詰
め
た
。

　
国
会
で
の
島
虎
さ
ん
は
一
貫
し
て
公

害
問
題
を
追
及
し
、「
公
害
の
島
虎
」

で
鳴
ら
し
た
、と
聞
い
て
い
た
。
だ
が
、

町
長
室
で
の
島
虎
さ
ん
は
全
然
偉
ぶ
る

２期目の抱負を語る島虎町長（筆者撮影）
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何
と
も
感
情
が
揺
さ
ぶ
ら
れ
る
映
画
で

あ
る
。「
湾
生
」と
は
台
湾
生
ま
れ
、
台

湾
育
ち
の
人
々
を
指
す
。
戦
前
、
植
民
地

下
の
台
湾
に
生
ま
れ
た
日
本
人
の
湾
生
は

20
万
に
も
上
る
。
敗
戦
に
よ
っ
て
、
ほ
と

ん
ど
の
湾
生
は
引
き
揚
げ
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
戦
後
70
年
余
を
経
た
今
、
望
郷
の

念
に
か
ら
れ
た
湾
生
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
、
ふ
る
さ
と「
台

湾
」を
再
訪
す
る
。
そ
の
姿
を
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
描
い
た
の
が
、
こ
の

作
品
だ
。

　
湾
生
た
ち
は
敗
戦
後
、
１
人
当
た
り
千

円（
当
時
）と
わ
ず
か
な
食
糧
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
２
つ
分
の
身
の
回
り
品
だ
け
の

携
行
が
許
さ
れ
、
日
本
に
帰
国
し
た
。
敗

戦
後
の
日
本
は
混
乱
と
極
貧
の
ど
ん
底
に

あ
っ
た
。
多
く
の
湾
生
は
日
本
の
生
活
を

経
験
し
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
頼
る
親
族

さ
え
な
か
っ
た
。
湾
生
た
ち
の
苦
労
は
想

像
に
難
く
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
台
湾
で
の

豊
か
で
楽
し
い
日
々
に
思
い
が
募
っ
た
。

　「
広
島
に
や
っ
と
落
ち
着
き
、
神
戸
ま

で
コ
メ
の
担
ぎ
屋
を
や
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
だ
が
警
察
に
捕
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
だ
が
、
や
は
り
植
民
地
で
の
物
語
。
映

画
の
よ
う
な
感
動
話
ば
か
り
で
は
あ
る
ま

い
。
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
見
え
る
冷
た
い
視

線
に
も
気
づ
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
し
て
や

他
の
植
民
地
、
占
領
地
で
同
じ
物
語
を
期

待
し
て
は
な
る
ま
い
。

読
売
新
聞
出
身
　
高
井
　
潔
司

日台関係　ひとつの物語
強制送還された日本人の里帰り

湾生回家

そ
れ
で
や
く
ざ
の
世
界
に
入
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
」と
、
あ
る
湾
生
は
涙
な
が

ら
に
回
想
す
る
。
70
年
ぶ
り
の「
回
家
」

（
帰
省
）に
、
当
時
の
友
人
ら
が
歓
迎
し

て
く
れ
た
。
彼
の
口
か
ら
い
つ
の
間
に

か
、「
台
湾
語
」が
飛
び
出
し
て
い
た
。

別
の
女
性
は「
日
本
に
も
友
達
は
た
く

さ
ん
い
る
。
で
も
日
本
で
は
い
つ
も
異

邦
人
」「
日
本
で
は
病
気
が
ち
だ
が
、
台

湾
に
戻
る
と
元
気
に
な
る
」と
、
台
北

で
明
る
く
語
っ
た
。

　
作
品
は
台
湾
で
評
判
を
取
り
、
台
湾

の
映
画
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

試
写
会
で
も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は「
温
か
く
迎
え
入
れ
た
台
湾
の
こ
こ

ろ
」「
日
台
の
絆
の
原
点
」と
あ
っ
た
。

11
月
12
日
か
ら
岩
波
ホ
ー
ル
で
公
開

Ⓒ
田
澤
文
化
有
限
公
司

■
会
議
報
告

⃝

第
４
６
７
回
企
画
委
員
会

（
10
・
５
　
大
会
議
室
）

　
新
委
員
の
坪
井
ゆ
づ
る
・
朝
日
新
聞
社
論

説
委
員（
旧
・
恵
村
順
一
郎
氏
）の
あ
い
さ

つ
の
後
、今
後
の
ゲ
ス
ト
候
補
を
検
討
し
た
。

出
席
　
西
村
委
員
長
、
坪
井
、
安
井
、
倉
重
、

脇
、
水
野
、
別
府
、
宮
田
、
川
上
、
軽
部
、

石
川
、
山
本
、
瀬
口
、
傍
示
、
久
保
、
島
田
、

竹
田
、
山
﨑
、
川
戸
、
播
摩
、
和
田
、
袴
田
、

ワ
ー
グ
ナ
ー
、
梶
本
、
橋
場
の
各
委
員
。

⃝

第
３
７
７
回
会
報
委
員
会

（
10
・
７
　
大
会
議
室
）

　
11
月
号
の
編
集
と
12
月
号
の「
わ
た
し
の

お
す
す
め
本
」に
つ
い
て
協
議
し
た
。
17
年

１
月
号
の「
新
春
随
想
」を
梅
津
時
比
古
氏

（
桐
朋
学
園
大
学
学
長
・
毎
日
新
聞
特
別
編

集
委
員
）に
依
頼
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

出
席
　
飯
塚
委
員
長
、
稲
沢
、
大
辻
、
井
上
、

吉
澤
、
大
寺
、
長
﨑
、
藤
井
の
各
委
員
。

⃝

第
４
７
０
回
会
員
資
格
委
員
会

（
10
・
20
　
小
会
議
室
）

　
新
委
員
の
鈴
木
博
之
・
共
同
通
信
社
編
集

局
次
長（
旧
・
新
堀
浩
明
氏
）の
あ
い
さ
つ

の
後
、
11
月
１
日
付
入
退
会
を
審
議
し
、
理

事
会
に
答
申
し
た
。

出
席
　
増
田
委
員
長
、
石
田
、
越
中
、
鈴
木
、

小
池
、
井
上
、
山
本
、
青
木
の
各
委
員
。

⃝
第
１
２
２
回
総
務
委
員
会

（
11
・
１
　
小
会
議
室
）

　
16
年
度
上
半
期
の
事
業
報
告
と
中
間
決
算

を
事
務
局
が
報
告
。
個
人
Ｄ
会
員
の
割
引
会

費
の
見
直
し
と
会
費
引
き
下
げ
に
関
す
る
原

案
を
了
承
し
、
理
事
会
に
上
程
し
た
。

出
席
　
原
田
委
員
長
、
西
村
、
飯
塚
、
深
田
、

岩
田
、
袴
田
、
篠
塚
、
西
渕
、
木
村
の
各
委

員
、
伊
藤
理
事
長
、
荒
木
副
理
事
長
、
土
生

専
務
理
事
。

⃝

第
５
９
１
回
理
事
会（
11
・
１
　
大
会
議
室
）

一
、
16
年
度
上
半
期
の
記
者
会
見
な
ど
の
行

事
と
決
算
に
つ
い
て
事
務
局
が
報
告
し
た
。

一
、
個
人
Ｄ
会
員
の
会
費
引
き
下
げ
と
80
歳

以
上
の
割
引
会
費
を
廃
止
す
る
会
費
規
則
の

改
定
を
議
決
し
た（
１
、
２
㌻
参
照
）。

一
、
第
20
期
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
推
薦
委
員

会
委
員
を
左
記
の
個
人
Ｄ
会
員
に
委
嘱
す
る

こ
と
に
し
た
。（
＊
印
は
新
任
）

野
村
彰
男（
朝
日
新
聞
出
身
）、
岡
部
直
明

（
日
本
経
済
新
聞
出
身
）、
茅
野
臣
平（
テ
レ

ビ
朝
日
出
身
）、
音
好
宏（
上
智
大
学
新
聞

学
科
教
授
）、
＊
清
水
光
雄（
毎
日
新
聞
出

身
）、
＊
白
水
忠
隆（
読
売
新
聞
出
身
）、
＊

会
田
弘
継（
共
同
通
信
出
身
）、
＊
神
志
名

泰
裕（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

一
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
規
約
に
基
づ
き
、

17
年
度
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
と
同
特
別
賞
を

実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
、
会
員
資
格
委
員
会
で
了
承
さ
れ
た
会
員

名
簿
の
発
行
廃
止
を
事
務
局
が
報
告
し
た
。

出
席
　
伊
藤
理
事
長
、
荒
木
副
理
事
長
、
土

生
専
務
理
事
、
西
村
、
原
田
、
飯
塚
、
深
田
、

田
辺
、
行
武
、
渡
邊
、
矢
島
、
仮
谷
、
岩
田
、

袴
田
、
西
渕
、
篠
塚
、
吉
次
、
壱
岐
、
村
川
、

木
村
、西
野
の
各
理
事
、沖
永
、二
木
の
両
監
事
。
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■
宮
尾
登
美
子
　
遅
咲
き
の
人
生

大
島
　
信
三
（
産
経
新
聞
出
身
）

■
ユ
ー
ロ
は
絶
対
に
崩
壊
し
な
い

伴
野
　
文
夫
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
身
）

■
プ
リ
ン
セ
ス
の
育
て
方
　
美
智
子
さ
ま

か
ら
眞
子
さ
ま
佳
子
さ
ま
へ

渡
邉
み
ど
り
（
日
本
テ
レ
ビ
出
身
）

オ
バ
マ
広
島
訪
問
の
秘
話
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

オ
バ
マ
米
大
統
領
と
森
重
昭
さ
ん
と
の
抱

擁
は
誰
も
が
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
、
訪

問
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
今
な
お
ベ
ー
ル
の

中
。
そ
こ
に
焦
点
を
当
て
た
の
が
、
こ
の

本
。

　
①
オ
バ
マ
の
初
訪
日
の
際
、
米
側
の
広

島
訪
問
打
診
に
、
日
本
外
務
省
は
事
実
上

の
Ｎ
Ｏ
②
そ
の
後
、
安
倍
首
相
の
靖
国
参

拝
で
、ア
ジ
ア
重
視
策
の
米
側
が「
失
望
」し

て
遠
の
く
③
地
元
広
島
は
サ
ミ
ッ
ト
誘
致

で
オ
バ
マ
を
招
こ
う
と
す
る
が
、
首
相
は

「
伊
勢
」に
拘
泥
、
オ
バ
マ
は「
サ
ミ
ッ
ト
が

理
由
の
広
島
訪
問
で
は
な
く
、
自
ら
の
意

思
で
広
島
へ
行
く
」と
広
島
サ
ミ
ッ
ト
を
敬

遠
。さ
て
、米
側
は
森
さ
ん
の
存
在
を
ど
う

し
て
知
っ
た
？

…
な
ど
、
タ
イ

ト
ル
通
り
、
秘

話
満
載
だ
。

作
品
よ
り
面
白
い
ス
リ
リ
ン
グ
な
生
涯
　

「
宮
尾
作
品
は
人
物
が
く
っ
き
り
と
描
か

れ
て
い
て
ド
ラ
マ
化
し
や
す
い
」と
、
あ

さ
い
。
10
年
も
す
れ
ば
答
え
は
は
っ
き
り

す
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

公
務
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
る
眞
子
さ

ま
と
佳
子
さ
ま
。
厳
し
い
し
つ
け
は
母
で

あ
る
紀
子
さ
ま
。
い
い
お
家
に
生
ま
れ
た

だ
け
で
は
プ
リ
ン
セ
ス
に
は
な
り
ま
せ

ん
。
身
近
な
お
手
本
と
厳
し
い
し
つ
け
が

あ
っ
て
こ
そ
、

素
敵
な
プ
リ
ン

セ
ス
が
生
ま
れ

る
の
で
す
。

文春新書
８４２円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

る
テ
レ
ビ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
か
ら
聞
い

た
。
出
世
作
の『
櫂
』を
皮
切
り
に『
陽
暉

楼
』『
寒
椿
』『
鬼
龍
院
花
子
の
生
涯
』『
序
の

舞
』『
天
璋
院
篤
姫
』が
テ
レ
ビ
、
舞
台
、

映
画
に
な
っ
て
話
題
を
呼
ん
だ
。

　
確
か
に
作
品
も
面
白
い
が
、
芸
妓
娼
妓

紹
介
業
の
家
に
生
ま
れ
た
作
家
の
生
涯
の

方
が
は
る
か
に
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
で
、
ス
リ

リ
ン
グ
で
あ
る
。
逆
境
で
も
諦
め
ず
、
マ

イ
ナ
ス
を
い
つ
の
間
に
か
プ
ラ
ス
に
転
じ

て
い
く
生
き
方

に
は
学
ぶ
べ
き

点
が
多
い
。

芙蓉書房出版
１９４４円

こう書房
１５１２円

日
本
の
現
場
　
地
方
紙
で
読
む
２
０
１
６

（
早
稲
田
大
学
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
所
編
）

　
地
方
紙
の
記
事
を
総
覧
す
る
機
会
は
意

外
と
多
く
な
い
。
ネ
ッ
ト
時
代
に
な
っ
て

も
、
地
方
紙
の
記
事
群
は
な
か
な
か
全
国

に
流
通
し
て
い
な
い
。
本
書
は
そ
う
し
た

点
を
補
い
、
各
紙
の
連
載
や
特
集
を
１
冊

に
し
て
世
に
送
り
出
す
狙
い
で
編
ま
れ

た
。
２
０
１
０
年
版
、
12
年
版
に
続
く
３

冊
目
。
こ
れ
ま
で
と
違
い
、
収
録
記
事
は

他
薦
か
ら
自
薦
へ
、
版
元
も
早
稲
田
大
学

出
版
部
に
変
わ
る
な
ど
し
た
。

　
収
録
は
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
18
紙
。

東
日
本
大
震
災
や
福
島
原
発
事
故
の「
そ

の
後
」、
子
育

て
や
貧
困
、
ハ

ン
セ
ン
病
な
ど

の
差
別
、
高
齢

化
の
実
相
な
ど
テ
ー
マ
は
実
に
多
種
多
様

だ
。
敗
戦
70
年
に
関
す
る
連
載
を「
イ
チ

オ
シ
」と
す
る
地
方
紙
も
多
か
っ
た
。

　
本
書
を
通
読
す
れ
ば
、「
東
京
目
線
」「
中

央
目
線
」で
は
な
い
視
点
の
多
様
性
が
浮

き
彫
り
に
な
る
。
ま
さ
に「
現
場
を
読
む
」

で
あ
る
。
深
掘
り
度
も
一
級
。
地
方
紙
の
、

新
聞
の
底
力
を
存
分
に
見
せ
て
く
れ
る
。

高
田
昌
幸（
高
知
新
聞
社
報
道
部
副
部
長
・

部
長
待
遇
）

欧
州
の
明
日
は
ド
イ
ツ
か
英
国
か
？
　
50

年
前
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
駐
在
以
来
、
長
年

に
わ
た
る
Ｅ
Ｕ
取
材
の
集
大
成
で
す
。
私

の
本
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
Ｅ
・
ト
ッ
ド
の

『
問
題
は
英
国
で
は
な
い
、
Ｅ
Ｕ
な
の
だ
』

が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

　
面
白
い
こ
と
に
ト
ッ
ド
と
私
の
見
解

は
、
ま
っ
た
く
の
真
逆
で
す
。
ト
ッ
ド
は

イ
ギ
リ
ス
派
で
ド
イ
ツ
嫌
い
。
や
が
て
欧

州
を
リ
ー
ド
す
る
の
は
イ
ギ
リ
ス
だ
と
言

い
ま
す
。
私
は
フ
ラ
ン
ス
派
で
す
が
、
大

英
帝
国
は
衰
退
し
つ
つ
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
の
明

日
は
ド
イ
ツ
が
握
っ
て
い
る
と
見
ま
す
。

　
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
、
読
み
比
べ
て
く
だ

身
近
な
お
手
本
と
厳
し
い
し
つ
け
　
美
智

子
さ
ま
は「
公
務
の
で
き
る
内
親
王
」と

し
て
紀
宮
清
子
内
親
王
を
お
育
て
に
な
っ

た
。
内
親
王
の
務
め
は
国
民
に
尽
く
し
見

返
り
を
求
め
な
い
こ
と
。
華
や
か
だ
が
厳

し
い
存
在
で
あ
る
。
清
子
さ
ま
を「
ね
え

ね
」と
慕
い
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
し
て
、
ご

早稲田大学出版部
２１６０円

寄贈書

幻冬舎ルネッサンス新書
８６４円

■
オ
バ
マ
へ
の
手
紙
　
ヒ
ロ
シ
マ
訪
問
秘
録

三
山
　
秀
昭
（
広
島
テ
レ
ビ
社
長
）

◎
新
刊
書
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
会
員
の
皆
さ
ま
が
出
版
さ
れ
た
本
を
「
マ

イ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
マ
イ
Ｐ
Ｒ
」
で
紹
介
し
ま
す
。

２
０
０
字
程
度
で
内
容
や
狙
い
を
お
ま
と
め

く
だ
さ
い
。
お
問
い
合
わ
せ
は
村
田
（
０
３

―
３
５
０
３
―
２
７
２
９
、m

urata@
jnpc.or.jp

）
ま
で
。
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　喜寿を迎えましたが、日本記者クラ
ブ賞をいただいたことを誇りに思い、
これからも情報発信の仕事に励んでい
きたいと思っています。

鳥
とり

越
ごえ

俊
しゅん

太
た

郎
ろう
1965年毎日新聞入社。サンデー毎
日編集長、テレビ朝日「ザ・スクー
プ」キャスター、関西大学教授など。

　早期定年退職でフリーになりました。
28年勤めた新聞社を辞めたら、世界は
違った色に見えます。新人の心持ちで
書いていきます。

長
なが

友
とも

佐
さ

波
は

子
こ
1988年朝日新聞入社。AERA副編
集長、週刊朝日編集長、メディア
ラボなどを経て2016年8月末退社。

新しいOB会員情報発信
■フォーリン・プレスセンター
　創立40周年記念シンポジウム
　日本は女性アスリート活躍のための環境づく
りが遅れているといわれる。「女性アスリート
の活躍推進とメディアの役割～ 2020年東京オリ
ンピック・パラリンピックに向けて」と題して
議論が交わされた。（10.6　10階ホール）

■第23回新聞配達に関するエッセーコンテスト
表彰式

　日本新聞協会では新聞配達にまつわる心温ま
るエピソードをまとめたエッセーを毎年募って
いる。3280通の応募作から受賞者が決まり、表
彰式が行われた。入賞作品は同協会のウェブサ
イトで読むことができる。（10.8　10階ホール）

■第69回新聞週間　記念の集い（東京会場）
　「リオ五輪から東京五輪に向けての展望」と題
して、リオ大会出場選手やメダリストなどが、
選手本位の五輪の在り方やマスメディアへの期
待について討論した。（10.21　10階ホール）

■「自治体財政に切り込む！」記者セミナー
　主催：朝日新聞ジャーナリスト学校
　市町村の財政指標を分析する演習を通じて、
予算・決算の記事を書く能力を高めるセミナー。
全国から約60人の記者が参加した。（10.24､ 25　
10階ホール）

■第５回日中韓３か国報道人セミナー
　主催：日本新聞協会
　「メディアからみた3か国の課題と方向性―
歴史、経済、安全保障」をテーマに、3か国の
記者40人が討議した。（10.26　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる定例の
勉強会。10月は石破茂氏（10.5）、新藤義孝・自
民党政調会長代理（10.12）、岡田克也・前民進党
代表（10.19）、遠藤利明・前オリンピック担当相
（10.26）を招いた。

新聞通信調査会　シンポジウムのご案内
「プライバシー保護とメディアの在り方」

　個人情報やプライバシーの保護に対する関心
が高まる中、メディアは現状を正しく把握し、
対応できているのかを検証します。参加希望者
は新聞通信調査会のウェブサイト（http://www.
chosakai.gr.jp/index.html）またはファクス（03-
6252-6037）でお申し込みください（応募多数の
場合は先着順）。
【日　時】11月16日（水）13：30 ～ 17：00
【会　場】イイノホール＆カンファレンス
　　　　 電話：03-3506-3251
【登壇者】基調講演＝津田大介氏。鈴木正朝・新

潟大教授、神田知宏・弁護士、山口真
一・国際大講師、杉田弘毅・共同通
信社論説委員長、松本真由美・東大
客員准教授

ニュースパーク　トークショーのご案内
　ニュースパーク（日本新聞博物館）でトークシ
ョーを開催します（定員は各回100人、要予約・先
着順）。参加希望者はメール（npevent@pressnet.
jp）または往復はがき（〒231-8311　横浜市中区
日本大通11　日本新聞博物館「トークショー」
係）に希望日時と住所、氏名、年齢、電話番号
を明記してお送りください。
●安田菜津紀さん（写真家）
　【日　時】11月26日（土）14：00 ～ 15：30
　【テーマ】戦時下で生きる、平和を考える
●石黒敬章さん（古写真収集家）
　【日　時】12月3日（土）14：00 ～ 15：30
　【テーマ】電通アルバムから時代を読み取る

第106回ゴルフ会　少数精鋭の中での優勝
　歴史ある日本記者クラブゴルフ会で9年ぶり
に優勝しました。10月5日は台風の余波もあり、
天候が悪いことが予想されたために事前に辞退

する人が出て、2組
6人で回りました。
　当日は雨も降らず
に八千代ゴルフクラ
ブ（千葉県）で18ホ
ールを回り切りまし
た。スコアは前半49
とぎりぎり50を切り、

ほっとして後半になり45が出てハンディ 15だっ
たので、ネット79でした。日経出身の小嶋健史
さんと弁護士の野本俊輔さんの良きパートナー
に恵まれました。
　前回の優勝賞品はノルウェー大使館の丹羽弘
吉さん提供のノルウェー産サーモンがありまし
たが、丹羽さんが亡くなり、賞品が商品券に変
わったのはさびしかった。何とかサーモンを出
そうという話で19番ホールは盛り上がりまし
た。� （朝日新聞出身　阿部和義）

優勝カップを贈られる阿部会員（左）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：134社　⃝基本会員：746人　⃝個人会員：1,293人　
⃝法人・個人賛助会員：64社・140人　⃝特別賛助会員：101人　
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：151人 計：198社・2,443人

クラブの電話　ダイヤルイン

　今年4月の開設から9月の閉鎖までリオ支局
長を務めた、産経新聞の佐々木正明さんからリ
オ五輪・パラリンピックについて話を聞いた。開
催前は治安の悪さに驚き、軍隊の投入で一転、
安全になったことで2度驚かされたと言う。
　競技取材では4連覇を逃して涙を見せた吉田
沙保里選手が翌日の会見では、つきものがとれ
たようにサッパリした表情を見せたこと、逆転で
金の内村航平選手の持つオーラなど、超一流ア
スリートから受けた強い印象も紹介した。
　東京五輪についても、関係者だけが通行でき
る「オリンピックレーン」の設置問題や台風への
対応などの課題を挙げ、「震災復興を世界へアピ
ールする意味で宮城でのボート開催が良い。IOC
は開催都市の決定を支持します」と。終了後、30
人の記者が身体的にも物的にも損害を受けなか
ったのが一番の自慢だと笑った。
� （事務局　河野聡）

＜訃報＞　竹田純会員（朝日新聞出身、87歳）が
10月15日、上田健一会員（毎日新聞出身、89歳）
が同18日、今井久夫会員（産経新聞出身、96歳）
が同23日死去されました。ご冥福をお祈りいた
します。

日本記者クラブ賞・特別賞候補をご推薦ください

　日本記者クラブ賞・特別賞の募集が始まりま
した。締め切りは来年１月31日（火）です。
■日本記者クラブ賞
　取材､ 報道、評論活動などを通じてジャーナ
リストとして顕著な業績を挙げ､ ジャーナリズ
ムの信用と権威を高めた個人を顕彰します。会
員または法人会員社に属する方々が対象です。
クラブ会員であれば推薦できます。
■日本記者クラブ賞特別賞
　2012年度に新設された特別賞は、原則として
会員・会員社以外のジャーナリズム活動を顕彰
します。ただし、会員社の取材班・番組班など
チームとしての業績も対象となります。クラブ
会員だけでなく、日本新聞協会および日本民間
放送連盟加盟社に属する方であれば、どなたで
も推薦できます。
　両賞とも、推薦者は所定の用紙で、推薦理由
（2000字以内）と参考資料を添えて提出願いま
す。推薦書はクラブのウェブサイトからもダウ
ンロードできます。
　詳細は事務局の本庄（03-3503-2754）へお問い
合わせください。

冬限定　特別メニューのご案内
　下記のように、恒例の冬限定の特別メニュー
をご用意しています。いずれも要予約（03-3503-
2723）で、お二人からお受けします。
●特製きりたんぽ鍋（お一人2,500円）
　11月14日（月）～ 25日（金）（土曜は除く）
　　産地直送で比内地鶏を仕入れ、アラスカ特
製のだし汁で味を調えました。

●ふぐコース（お一人5,940円）
　11月28日（月）～ 2017年2月3日（金）
　　きりたんぽ鍋に続いて、こちらも好評のふ
ぐコースを始めます。刺身に唐揚げ、鍋の後は
締めの雑炊でふぐを堪能してください。

11月の行事予定（11/2現在）

16㊌

11：00 ～ 12：00　10階ホール
「生前退位を考える」
横田耕一・九州大学名誉教授
13：30 ～ 15：00　10階ホール
シリーズ企画「変わるアメリカ・変わらないアメリカ
米大統領選」⑮　高見澤将林・前内閣官房副長官補
15：30 ～ 16：30　10階ホール
シリーズ企画「チェンジ・メーカーズに聞く」⑫
川鍋一朗・日本交通代表取締役会長

18㊎
14：00 ～ 15：00　10階ホール
シリーズ企画「国連と日本人」⑭
川端清隆・福岡女学院大学教授

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　霜月懐石（12/2まで）

　先付：穴子小袖巻、アスパラサーモン巻　お椀：
胡麻豆腐、海老葛打ち　造り：三点盛り　焼物：
鰆柚庵焼き　煮物：ぜんまい信田巻　揚物：公魚
天ぷら　食事：蟹雑炊　水菓子：季節の果物　グ
ラス冷酒付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　おすすめコース（12/28まで）

　牡蠣フライ　サラダ仕立て、コンソメまたはオ
イスターチャウダー、鹿背肉のソテー・赤ワイン
ソース、チョコレートナッツサンデー、パン、コ
ーヒー付き（3,996円）。ランチ、ディナー（土曜日
はランチのみ9階レストラン）ともにご利用いた
だけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報
■会見詳録　会見の全文文字記録版
●シリーズ企画「チェンジ·メーカーズに聞く」⑩
「EVとドローンでメガベンチャーに」徳重徹・
テラモーターズ、テラドローン社長（2016.9.28）�
●「海外引き揚げ70周年―体験の継承」加藤聖
文・国文学研究資料館准教授（2016.9.12）

委員長＝飯塚　浩彦
委　員＝稲沢　裕子　井上　洋一　大辻　一晃
　　　　大寺　廣幸　鈴木　　仁　長﨑　和夫
　　　　藤井　良広　藤澤　秀敏　吉澤　正一
　　　　渡辺　大祐

（事務局：長谷川和子　村田　茜）

☎03‒3503‒2752　FAX 03‒3503‒7271

第22回賛助会員の会（10.19）
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撮影：福
ふく

島
しま

　範
のり

和
かず

（産経新聞東京本社写真報道局）

メダリストのパレードを一目見ようと、約80万人が沿道に詰めかけた＝10月７日　東京都中央区・銀座４丁目交差点

写 真 回 廊

　
何
か
と
ス
ポ
ー
ツ
で
話
題
の
多
い
１
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し

て
い
る
。
や
は
り
そ
の
成
果
か
ら
し
て
、
最
大
の
も
の
は
リ

オ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
だ
っ
た
。

　
わ
た
し
の
在
職
し
て
い
た
新
聞
社
が
昭
和
32
年
の
入
社
当

時
は
銀
座
に
あ
っ
た
の
で
、
木
枯
ら
し
の
吹
く
こ
の
季
節
は

川
沿
い
の
小
料
理
屋
、
と
い
う
よ
り
は
屋
台
に
毛
の
生
え
た

よ
う
な
一
杯
飲
み
屋
が
懐
か
し
く
な
る
。
今
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
興
奮
を
締
め
く
く
る
大
パ
レ
ー
ド
が
さ
し
か
か
っ
た
銀

座
４
丁
目
の
交
差
点
周
辺
は
、
そ
の
あ
と
１
９
６
４
年
の
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
大
変
貌
を
遂
げ
た
。
川
は
埋
め

立
て
ら
れ
、
そ
の
上
を
高
速
道
路
が
走
り
、
地
下
は
掘
り
下

げ
ら
れ
て
新
た
な
地
下
鉄
が
網
の
よ
う
に
広
が
っ
た
。

　
そ
れ
ら
の
工
事
は
お
お
む
ね
深
夜
か
ら
朝
に
か
け
て
、
轟

音
と
と
も
に
進
行
し
て
い
た
よ
う
に
思
う
。
都
心
に
近
い
安

ア
パ
ー
ト
に
住
ん
で
い
た
の
で
、
毎
晩
工
事
の
轟
音
に
悩
ま

さ
れ
た
が
、
不
思
議
に
不
愉
快
な
思
い
は
し
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
ほ
ど
当
時
の
日
本
人
は
、
こ
の
騒
音
が
待
望
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
期
待
感
を
持
っ

て
い
た
。
そ
れ
に
耐
え
る
こ
と
で
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
共
有

し
て
い
る
満
足
感
を
味
わ
え
た
。

　
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
人
々
が
感
じ
た
期
待
、
感
動
、
興
奮
、

選
手
と
近
づ
い
た
距
離
。
全
て
を
ひ
っ
く
る
め
た
高
揚
感
は

ど
こ
か
で
収
束
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
パ
レ
ー
ド
は
勝
者
の

凱
旋
行
事
だ
が
、
選
手
た
ち
を
支
え
た
国
民
の
熱
気
を
冷
ま

す
締
め
く
く
り
の
役
割
も
持
っ
て
い
る
よ
う
に
も
思
う
。

　
集
ま
っ
た
人
た
ち
も
、
満
足
し
、
安
ら
い
だ
表
情
で
家
路

に
つ
く
の
で
あ
る
。

�

（
後
藤
　
文
生
）

興
奮
の
締
め
く
く
り
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